
第１０章 農業の開始と国家の成立（1万年前～5000 年前） 

世界へ分散したホモ・サピエンスは約 1 万年前から農業を開始し、定住社会ができまし

た。社会には貧富の差があらわれ、支配するものとされるのが現れました。戦争によって

統一へ向かい、メソポタミアなどで国家の形成が始まりました。 

人類が農業を興し都市を築き文字を発明し､先史時代から歴史時代（文字で記述された歴

史の時代）への境界を越えたばかりの頃、人類は組織化された戦争の技術がすでに発達し

ていて、広範に普及伝播していました。ここに例示した中近東は農業の発祥の地で社会の

進み方が早く、戦争も頻発し、そのため戦争兵器も世界の先端を走っていました。ここか

ら戦争兵器も世界の他の地域に伝播し普及していったのです。 

【１０－１】農業の開始と伝播 

【１０－１－１】西南アジアの農業の開始と伝播 

◇肥沃な三日月地帯起源の農業

肥沃な三日月地帯とは、図 10-1 のように、現在のイスラエルからレバノン、シリアそし

てトルコ南部を通りイラクのザグロス山脈のふもとに沿ってペルシア湾沿岸まで弧を描く

ように広がる地域を指しています。この地域では、1万 5000 年前からはじまった温暖化に

よって野生の穀草が豊かに実るようになりました。この肥沃な三日月地帯に育つおもな野

生の穀類はアインコルン（一粒系コムギ）、エンマーコムギ、オオムギでした。いずれも

熟すると、穂から穀粒を落とすという特性を持っています。 

そこで現在のイスラエル、ヨルダン、シリアがあるレバント地方では、野生のコムギや

オオムギを採集し、そのほか山羊やガゼルなどの狩猟も行うことによって、安定した食料

が得られるようになったので人々が増えはじめ、定住し始めました（この時点ではまだ、

農業の開始ではなく、野生ムギの採集でした。しかし、定住ははじめていました）。 

ところが、1万 2900年前～1万 1500 年前にかけて、約 1300 年間にわたってヤンガー・

ドリアス期とよばれる寒冷期の揺り戻しがあり、気候が急に寒くなりました。この原因は、

当時の北米大陸上にあった氷床が溶けて海に融解水が流入し、その結果、北米大陸周辺に

あった深層水の循環が停止し、北米とヨーロッパで激しい寒冷化を起こしたと推定されて

います。具体的には、この頃には平均気温が現在より 10 度ほど一気に低下したことが判明

しました。 

この時期に野生のコムギなどが採れなくなって、思いあまってやりだしたのが自分でコ

ムギなどを栽培することでした。これが農業をはじめたキッカケでした。ここでも環境の

変化（悪化）は人類に叡智を与えるということは真でありました。 

栽培といっても、種をまき、それが実ったとき、野性のコムギと同じように採集するだ

けという簡単なやり方でした。しかし、栽培しやすい種を選んで植える穀物の選抜をする

ようになりました。つまり、収穫するときに脱穀できる穂をかごに入れていけば、最後に

残るのは穂から穀粒を落とさない変種です。この変種を次の年の植えつけ用の種とします。
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こうして穂から穀粒を落とさないものを選抜していけば、その遺伝子の頻度は高くなり、

穀粒を落とさない品種に変わっていくことになります（これを選抜育種といいます）。 

また、収穫の時期が異なるのも困るので、できるだけ同一時期に実るように選抜してい

ったのです（ムギの進化を人間に都合のよいように人為的に速めました）。 

図 10-1 肥沃な三日月地帯 

 

                                     中央公論社『世界の歴史１』 

このように栽培しやすい種に変える選抜作業を繰り返して、20～30 年たらずで野生穀物

の栽培から、選抜した品種の栽培へと移行したようです。つまり、野生のムギをバラバラ

収穫するより、栽培したほうが効率的にムギが収穫できるので積極的に栽培（農業）に転

換したのです。 

この栽培、つまり、農業がはじまった最古の地は、シリア北部のアブ・フレイラ遺跡（図

10－1 参照）で、1万 1050 年前に栽培化されたアインコルンが育っていたことがわかって

います。 

この地域は、地中海性気候に属し、長い乾期（夏）を生きのび、雨期が戻ってきたとき

（冬）に一気に成長する植物に適しています。とくに穀類やマメ類は、この気候に順応し、

乾期に枯れてしまう 1年生植物（1年草）で、寿命が 1年しかないので、背丈ではなく種子

をできるだけ大きく実らせ、子孫を残すために多くのエネルギーを費やします。そのよう

な 1年草が、この肥沃な三日月地帯には、他の地中海性気候の地域よりずっと多く繁殖し、

しかも大量の採集を可能にするかたちで群生していました。 
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地理学者のマーク・ブルーマーは数千種ある野性種のイネ科植物の中から、大きな種子

を持つ 56 種を最優良種として選んでいますが、そのうちの 32種が肥沃な三日月地帯か西

ユーラシアの地中海性気候帯に集中していると言っています。

これらの 1年草のほとんどは自分の花粉で受粉する自家受粉タイプの植物で栽培が簡単

でした。簡単に発芽し、成長するのも速く、種子をまいてから数ヶ月で収穫できました。 

また、前述しましたように、レバントの人々は選別栽培しただけで、野生種から栽培種

への移行が完了したのです。これらの特性は農耕を始める上で非常に大きな利点でした。

しかも、コムギやオオムギやエンドウは簡単に貯蔵できました。 

この肥沃な三日月地帯には、役に立つ作物ばかりではなく、家畜化可能な哺乳類も豊富

に生息していました。これも、この地域が他の地中海性気候の地域にくらべて恵まれてい

た利点でした。 

ヤギは 1万年前、西南アジアの東部高地（イランのザグロス山脈）か南西部（レバント

地方）に生息していたパサン（ノヤギ）から家畜化されました。ヒツジも 1万年前、肥沃

な三日月地帯の中央部でムーフロンから家畜化されたと思われます。ブタは 1万年前、西

南アジアの中央部北方と中国でイノシシから家畜化されました。ウシは 8000 年前、西南ア

ジアのアナトリア（現トルコ）を含む西部とインドで現在では絶滅してしまったオーロッ

クスから家畜化されました。

このように、この地方一円に分布していた野生種のヤギ、ヒツジ、ブタ、ウシがごく早

い時期に家畜化されました。今日でも、これらの大型哺乳類は世界の主要家畜 5種のうち 4

種を占めています（もう一つのウマは、6000 年前、南ロシアのステップで今では絶滅して

しまった野生馬から家畜化されました。そのほか、ヒトコブラクダは 4500 年前からアラビ

アで、フタコブラクダは 4500 年前から中央アジアで家畜化されましたが、野生祖先種は絶

滅しています）。 

家畜化に適した動物には、必要な特性というものがあります。扱いやすい大きさで、比

較的従順な性質が求められ、それと同時に群れでの生活に適応すること、短期間で性的に

成熟すること、多産であることも必要条件でした。その土地に生えている植物を餌にでき

る草食動物のほうが、肉食動物より家畜化に適しています。これらの条件をすべて満たす

大型哺乳類はわずか 14 種だけで、そのほとんどがユーラシアに生息していましたが、その

中でも西南アジアは前述しましたように家畜化に適した哺乳類に恵まれていました。 

自然環境から引き離された野生動物は、農耕民が自分たちに都合のいい個体を選んで繁

殖させていくうちに徐々に変化し始めます。管理しやすい小さめの個体が選ばれるため、

家畜化された牛は野生の先祖であるオーロックスよりも小型になりました。それに自然選

択による進化が加わり、例えば、自然界で生き延びるのに適した知恵や長い角といったも

のは不要になります。さらに家畜化された動物は、捕食者を恐れたり新たな餌場を探した

りする必要がないため、脳が小さくなりました。 
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野生の哺乳類では、オスは他のオスと競争してメスを獲得しなければならないためメス

よりかなり体が大きくなります。このような競争は飼育下ではもう見られません。その結

果、家畜のオスはメスと変わらない大きさになり、長い角もなくなりました。 

こうして、肥沃な三日月地帯の人々は、食料生産に適した動植物が自分たちと同じ生活

環境に分布していたおかげで、栽培化や家畜化にさほどの時間をかけることなく、バラン

スのとれた集約的な食料生産に移行することができました。 

彼らの食料生産の中心をなしたのは、炭水化物の主要供給源となった 3種の穀類（ヒト

ツブコムギ、エンマーコムギ、オオムギ）、タンパク質含有量が 20％から 25％のマメ類（ヒ

ラマメ、エンドウ、ヒヨコマメ、オオヤハズエンドウ）、それに 4種の家畜（ヤギ、ヒツ

ジ、ブタ、ウシ）でした。 

これらを補足するかたちで、繊維分と油分の豊富な亜麻
あ ま

が栽培されました（40％の油分

を含む亜麻の種子からは、亜麻
あ ま

仁油
に ゆ

がとれます）。 

家畜ははじめは当然食料源として飼われ始めましたが、やがて、再生可能な資源として

利用できることがわかってきました。この新しい利用法への進歩を副産物革命と呼んでい

ます。 

最初に利用された副産物は乳でした。トルコで見つかった紀元前 7千年紀（紀元前 7000

年から紀元前 6001年までを指す千年紀）の土器に乳の痕跡が残っていたのが最古の例です。

当時、人間の大人は、赤ん坊と違って乳糖（乳に含まれる糖分）の分解に必要な酵素ラク

ターゼを持っていませんでした。しかし、古代の農耕民は、乳を加熱し発酵させてヨーグ

ルトやチーズにすることで、乳糖を分解することができました。発酵は、乳の保存と貯蔵

にも最適の方法でした。 

（その後、大人も生乳を飲むことができるようになりました。これは現在でも起きている

進化の例ですのでその事情を述べます。乳児にとって生まれてしばらくは母乳が唯一の栄

養源でありますので、ラクターゼを作るための遺伝子は活性ですが、離乳期になるとこの

遺伝子の活性が低下し、大人になると完全に不活性になり、乳糖を消化できなくなります。 

ところが、酪農を行う集団では、選択圧、つまり、進化によって、ラクターゼの遺伝子

LCT に変異が起きて大人になってもラクターゼが作られ続けるようになったのです。現在も、

この進化は進行中で、大人の過半数が牛乳を消化できる国は、スウェーデンとデンマーク、

アフリカのスーダン、中東のヨルダン、南アジアのアフガニスタンなどです。今日では、

牛乳を飲める人は人類のほぼ 3分の 1に達しています。） 

紀元前 5500年頃になると、前述のような事情で、中央ヨーロッパの人々に乳糖に対する

耐性ができました。乳を消化できるようになったことで、彼らは豊富なタンパク源を新た

に獲得したのです。乳糖への耐性はヨーロッパ中に広がり、後には西アフリカやアジアの

一部でも見られるようになりました。 

このころ利用されるようになったもう一つの新しい製品が羊の毛で、羊毛を紡ぎ、織っ

て布が作られました。西アジアの農耕民は、最も品質のよい羊毛が取れる羊を選んで繁殖

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9F%E3%83%AC%E3%83%8B%E3%82%A2%E3%83%A0
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させました。その結果、紀元前 7000～紀元前 5000年に、羊は厚い縮れた毛に覆われた動物

に変化しました。 

最も重要な副産物は、動物の力でした。これは、人間が火を使うようになって以来初め

て新しく獲得したエネルギー源でした。紀元前 4500 年頃、運搬用の動物としてロバが家畜

化されました。その後、西アジアでは牛に引き具をつけて荷物を引かせるようになりまし

た（最初は簡単な橇
そり

に載せていました）。紀元前 3500 年頃に犂
すき

が発明され、牛が引きまし

た。また、ウマが南ロシアのステップで家畜化されると、車輪が発明され（もともとは土

器を形作るために発明されたロクロが応用されました）、橇にとりつけられて荷車が生ま

れました。 

馬に乗ることで、人間はこれまでになく速く移動できるようになりました。馬に荷車を

引かせれば、人々は家畜を連れて草原を移動でき、ユーラシアの草原地帯（作物の栽培に

は適さない環境）でも生きていけるようになりました。 

こうして、肥沃な三日月地帯で最初に栽培化されたり家畜化されたりした動植物は、人

間の基本的な経済活動に必要な炭水化物、タンパク質、脂肪、衣服、労力、輸送力などを

提供するようになったのです。 

《西南アジアの農業の伝播》 

ある地域である技術が創造され、それが社会の仕組み、システムとなり、便利で都合の

いいものであれば、それは周辺地域でも真似
ま ね

られ（模倣され）、伝播･普及していくもので

す。農業･牧畜システムはその典型的なものでした。 

西南アジア（肥沃な三日月地域）で起源した農業・牧畜システムは、しばらくは西南ア

ジア内に伝播･普及するのに時間がかかりましたが、図 10-2（赤の→）のように、紀元前

8500 年ごろから旧世界の広大な地域に伝播していきました。 

この農業・牧畜システムの伝播は主に地域の狩猟採集民が自分で農業・牧畜を選択した

ことによるのか、または農業技術をもった農民たちの波状前進（移動）によるものだった

のか、おそらくその両方が入り混じった状態で広がったと考えられています。 

具体的には、紀元前 8500 年頃にキプロス島、紀元前 7000 年前頃にクレタ島に海路によ

って農業牧畜が伝播しました。紀元前 6900 年頃にはアナトリア半島（現トルコ）からギリ

シャ本土に伝播し、そこから陸と海路でヨーロッパへひろがりました。イギリス諸島には

紀元前 4000年頃に、フィンランドに広がったのは紀元前 3000 年ごろと思われます。また、

西に伝播してシナイ半島からエジプトへ、そして北アフリカへ伝播しました。北へは中央

アジアへ、東へは現在のイラン、インドまで伝播していきました。 

この西南アジア起源の農業の伝播とインド・ヨーロッパ語族の拡散との間には密接な関

係があったことがわかっています。図 10-3 に現在の旧世界における主要な語族の分布図を

示します。図 10－2と図 10－3 を見比べればわかるように、西南アジア起源の農業システ

ムの伝播地域とインド・ヨーロッパ語族の生息地帯は重なっていて、ヨーロッパ西部から

インド亜大陸まで伸びていることがわかります。 
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図 10-2 旧世界の農業の起源と伝播 

 

 

図 10－3 旧世界における主要な語族の分布図 

 

                                                                                    Ruhlen １９８７ 
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ただ、図 10－3 において、アラビア半島から北アフリカにかけて現在、アフロ・アジア

語族となっていますが、ここも初期の農業伝播の時期にはインド・ヨーロッパ語族であっ

たと考えられています。ここは西暦 7世紀にアラビア半島で起きたイスラム教がアラビア

語を伴って拡散し、コーラン（イスラム教）か、剣か、税か（税を払うか）を迫って、か

なり強制的に転換させたことは後の歴史で述べます。現在のトルコも中世の歴史で述べる

ことですが、広くユーラシア大陸に分散していたアルタイ語族の民族が移住したのです。 

イギリスの考古学者コーリン・レンフリュー（1937年～）は、1987年に出版した著書『考

古学と言語』で、原インド・ヨーロッパ人（印欧祖語グループ）は農耕技術のおかげで人

口が増えたので、農業技術をもってヨーロッパなど周辺地域に拡大した農民移動説を唱え

ました。農業システムが伝播していった方角はどうであれ、農耕は、すでに耕地化された

地域から周囲に伝播していくもので、平均すれば一定の速度でそれは進行したと言ってい

ます。 

このように、農業技術の伝播はヒトの移動、言語の転換を伴うきわめて大きな出来事で

あったという歴史的事実が、現在の言葉にも刻印されているのです（後の侵略や移住によ

って言葉は変わっても、農業は当初の西南アジア起源の農業に変わりはありませんでした）。 

 

【１０－１－２】東アジアの農業の開始と伝播 

◇長江・黄河流域起原の農業 

西アジアで農業が開始されたのとほぼ同じ時期に、東アジアでも農業が開始されはじめ

ていたことが最近わかってきました。西アジアの農業開始が主としてコムギであったのに

対し、東アジアの農業開始は主としてイネ（コメ）でありました。 

1995 年に長江中流域の湖南省道県
どうけん

の玉蟾
ぎょくせん

岩
がん

（図 10-4 参照）遺跡の洞窟から、人骨、土

器、石器などの遺物とともに、紀元前 1万年の地層から稲
いね

籾
もみ

が出てきました。野生のイネ

の場合、稲籾の先端に「ノギ」と呼ばれる長い棘
とげ

がついていますが、玉蟾岩遺跡の稲籾は

ノギが退化して小さくなっていましたので、この稲籾は栽培種であることが確認されまし

た（植物は栽培化されると人間には不必要な部分が失われていきます。人間にとってでき

るだけ有効なものだけを選別していくからです）。 

野生のイネ科植物は、熟すると穂の穀粒が風で落ちて飛散します。だが、初期の採集民

には、穂がより長く茎についていてくれる方が収穫が楽でした。やがて、熟しても穂が落

ちることのないイネが新しく現れました。こうした稲をは人間は選んで収穫しました。 

栽培化によって生長する時期も変わりました。野生の稲はバラバラに発芽する傾向があ

ります。このようにして、気候が変わっても全滅しないようにするのです。しかし、人間

は一斉に発芽するように植物を選択していきました。また、栽培種はほぼ同じ高さに成長

するようにも選択されていきました。そのほうが収穫しやすいからです。こうして穀粒そ

のものは大きくなり、殻から外れやすくなりました。 
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玉蟾岩遺跡では 18 種もの水鳥の骨が見つかっていることから、当時この洞窟の周りには

大きな湖がひろがり、その湿地には野生のイネが繁殖していたと考えられています。この

あたりに暮らした人々は、野生のイネが食料になることを発見し、やがてそれを自らの手

で育てるという段階に達したのでしょう。 

（後述しますように、中国における土器の最初の製作年代はどんどに年代が古くなってき

ています。最古の土器を作った人々が住んだ仙人洞遺跡や吊桶環遺跡などの洞穴遺跡から

は、1万 5000～1 万 4000 年前までさかのぼるイネのプラントオパール（イネ科の植物の細

胞壁に珪酸が沈着して形成される植物珪酸体。植物体が分解された後にも残ります）の証

拠が発見されていますが、プラントオパールだけでは、なかなか確実な稲作の証拠とはみ

なされません。そうした中で玉蟾岩遺跡から出土した最古の土器と 4粒の稲籾が、これま

でのところある程度信頼のおける最初の稲作の証拠とされています。玉蟾岩遺跡の土器の

製作年代は 1万 8000～1 万 7000 年前までさかのぼるでしょう。現時点でいえることは、最

古の稲作は 1万 4000年前にまでさかのぼる可能性があるというだけでしょう。） 

中国で農業がはじまった理由ですが、それは西南アジアの農業の開始と同じようでした。 

最終氷期（ウルム氷期）が 1万 5000年前頃に終わり、その後は徐々に温暖化していきま

した。長江流域で狩猟採集生活を営んでいた人々が、狩猟対象としていた大型獣類が減っ

てシカ科を中心とする中型獣類をとるとか、樹林の堅果類などをとるとか（アク抜きの煮

沸用土器はすでに存在しました）、淡水産の魚介類を食料にするとか（これにも煮沸用土

器を必要としました）、いろいろするなかで、湖沼や河川縁辺部に繁茂する野生稲に注目

しました。 

図 10-4 中国農業の伝播 
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後氷期の温暖化で野生イネは分布域を拡大させ、胚乳
はいにゅう

は大きくなり、丸みを帯びるよう

になっていました。人々は大型狩猟動物に替わる新しい食料資源として、この野生イネも

採取して土器で煮沸して食べるようになりました。 

ところが、1万 2900年前～1万 1500 年前にかけて、約 1300 年間にわたってヤンガー・

ドリアス期とよばれる寒冷期の揺り戻しがありました。この時期に野生イネが採れなくな

って、少しでも採集量を増やそうとイネを栽培するようになったようです。 

西南アジアと同じように、種籾を播き、非脱粒性の性質を備える穀粒（イネなど）を穂

摘み具や手鎌で刈ったり、根ごとひきぬいたりして選択していって、非脱粒性の性質を備

えた穀粒（イネなど）の割合を高めていきました。こうして貯蔵された種子にしめる非脱

粒性の高い種子の割合は急速に高まって、種子が同じ時期に熟するようになっていったの

でしょう。 

これが西アジア起源の農業と同じように東アジア起源の農業のはじまりとなりました。 

しかし、東アジア起源の農業は、初期段階においては、農業は、狩猟・採集・漁労を含め

た多様な生業活動の一部にすぎなかったことが、遺跡から発掘される多くの自然遺物によ

ってわかります。このことは西南アジアの農耕開始でも同じでしたが、東アジアの方が、

西南アジアでの農耕開始ほどドラスティックな変化は見られなかったようです。 

稲作は長江の中流域（玉蟾岩）で起原し、長江の上下流に伝播していきました。1973 年

～1978年の発掘調査で発見された長江下流の浙江省余姚
よ よ う

市
し

の河姆
か ぼ

渡
と

遺跡
い せ き

（図10-4参照）は、

紀元前 6000年～紀元前 5000 年頃のものと推定される大量の稲籾などが発見され本格的な

稲作がはじまっていたことがわかりました。 

《稲作に先行して開始された土器製作》 

この玉蟾岩遺跡からは、中国大陸では最古に位置づけられるような時期の土器が発見さ

れて、土器製作は稲作に関連しているとみなされていました（米は煮沸
しゃふつ

して食べられまし

た）。丸底の深鉢形土器ですが、C14年代測定では 1万 3000 年前の年代が与えられていま

した。同じ層からは炭化米が採取されましたが、これは形態的には野性イネと栽培イネの

過渡期的な性格が見いだされました。 

 また、江西省万年県の仙人洞遺跡と呂
ちょう

桶環
とうかん

遺跡
い せ き

（10－4参照）でも栽培した稲が見つか

っており、それまで他から伝播してきたと考えられていた中国の農業が中国独自でかつ最

も古いものの一つだと確かめられました。さらにここでもこの地域での最古の土器が出土

した遺跡としても有名した。 

 ところが、近年の中国考古学の発展によって、土器の起源について新たな発見があいつ

いでいます。中国における土器の起源については、2万～1万 8000 年前の最終氷期最盛期

後半にまでさかのぼりうるものが発見されています。 

広西チュワン族自治区桂林・廟岩遺跡、同柳州・大龍潭遺跡（10－4 参照）では 2万年前

にまでさかのぼる土器が、さらに江西省万年県の仙人洞遺跡・吊桶環遺跡、湖南省道県玉

蟾岩遺跡（10－4 参照）からは 1万 8000～1 万 7000年前にさかのぼる土器が発見されてい
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ます。世界最古の土器はこうした長江中流域の南部で最終氷期最盛期後半の 2万～1万 8000

年前に誕生していたとみなしてよいでしょう。 

一方、日本列島北部からシベリア極東地域においてもロシアのガーシャ遺跡やフーミ遺

跡、さらには青森県大平山元遺跡、中国河北省・虎頭梁遺跡などから、1万 6500年前にさ

かのぼる土器が発見されています。 

 こうした世界最古の土器の出土地点を最終氷期の古地理図におとしてみますと、大半の

最古の土器の出土地点が森林地帯に近接して分布しています。しかも、そこには小柄で短

頭の港川人やワジャク人に代表される「森の民」が生活していました。このことから、最

終氷期最盛期が終末に近づいた頃、「森の民」が、いちはやく土器づくりを開始したので

しょう。 

氷期から後氷期の気候変動のなかで、いち早く森林環境が拡大した中国南部において、

土器は 2万～1万 8000 年前の最終氷期最盛期後半に出現し、1万 6500 年前には日本列島北

部から沿海州において土器づくりが始まったようです。 

図 10－5 東アジアの（1万年以上前の）土器出現期の遺跡 

 

東アジアでは、図 10－5 のように、1万年以上前にさかのぼる土器の発見例は、日本や中

国の沿海州や華北、華中、華南に広がっています。土器そのものは必ずしも定住化を意味

してはいませんが、土器が堅果類のアク抜きのために煮炊きする必要から開発されたと考

えられています。すなわち、これまでの動物食が主であった段階から、植物食や魚貝類が

主要な食料源となった段階に至って、東アジアでは一斉に煮沸具としての土器が出現して

きたようです。そのあと、米の煮沸用としても使用するようになったのでしょう。 
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なお、前述の西南アジアにおいては、農業の出現からかなり後になった紀元前 6000 年頃

になってようやく土器が出現しています（ムギは石臼で粉体にされ焼いてパンにして食べ

られたので煮沸器は必要なかったのです）。 

日本列島では土器の出現をもって縄文時代が始まったわけですが、現在のところ、最古

のものは 1万 6000 年前までさかのぼって発見されています（そのため最初期の土器の目的

が再検討されていることは述べました）。 

《中国・雑穀農業の起源地は黄河流域》 

中国は、もう一つの農業、つまり、雑穀農業の起源地であるとされていました。むしろ、 

従来、中国農業の発祥地は黄河流域とされ、その方がより早いと考えられていました。黄

河やその支流が運んだ黄土のうえでは、もっとも重要な 2種の穀物アワとキビが古くから

栽培されていました。しかし、実は華北におけるアワ、キビの栽培化のプロセスはよくわ

かっていませんし、この方が前述の米より後になることがわかってきました。 

アワの野生種はエノコログサと考えられていますが、キビの野性種に関しては今のとこ

ろ不明です。アワもキビも、西ユーラシアのステップ地域にひろがる新石器時代文化で広

くその存在が知られていますが、それと中国のアワとキビが存在することとどのように関

連するかは不明です。いずれにしても、アワもキビも紀元前 7000～6500 年には黄河流域で

栽培されていたようです。 

中国での農業のその後の伝播は、気候の関係から、図 10－4 のように、黄河流域ではア

ワ・キビなどの畑作、長江流域では稲作が伝播していったようです。現在でも淮
わい

河
が

をおお

よその境界として、北の畑作地帯と南の稲作地帯に分けられます。この境界は気候変動に

よって南下または北上します。 

最も早い時期に栽培されていた農作物の遺物が出土した遺跡からは、豚、犬、鶏といっ

た家畜の骨も出土し、時代の経過とともに、水牛や、蚕
かいこ

や、アヒルやガチョウといった動

物も飼育されるようになりました（水牛は、鋤
すき

を引かせる使役
し え き

動物として最も重要な家畜

でした）。大豆、大麻、かんきつ類、茶、アンズ、桃、梨などのよく知られた農作物も、

時代の経過とともに栽培されるようになり、西南アジアの農業と同じように、中国でも、

コメとアワがダイズをはじめとするマメ類（蛋白源）との組み合わせで栽培され、栄養的

にバランスの取れた農業体系となっていきました。 

さらに、西南アジア原産の穀物も時間はかかりましたが、内陸アジアの乾燥地帯を経由

して中国北部に広まっていきました。オオムギの中国への到達は紀元前 2000 年頃で、それ

より 1000 年以上遅れてコムギが伝来しました（現在の華北の主食（マントウ、餃子、ラー

メン）となっているのはコムギなど麦類であります）。 

《中国起源の農業の伝播》 

中国の北方への農業の普及は、黄河流域起源の雑穀農業が黄河流域を下っていったと考

えられています。山東半島部では紀元前 3000年頃からアワが栽培されていたことが数ヶ所

の遺跡で確かめられており、紀元前 2500 年頃になって、アワ作にイネが新たに加わりまし
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た。対岸の遼東半島先端部の大連市大嘴子
だ い し し

遺跡では紀元前 1500 年頃の時期にコウリャンと

ともにイネが発掘されています。 

当時の地形では水田ではなく畑作により生産されたようです。新石器時代（1万年前以降

の精巧な石器や磨製石器が製作されるようになった時代）の中期以降、遼東半島は山東半

島との文化的なつながりが強いことから、かの地よりイネ栽培の技術がもたらされた可能

性が高いことが推定されます。このあと、朝鮮半島、日本へ農業は拡散していったと考え

られますが、それは朝鮮、日本の農業のところで述べます（しかし、これはあくまで陸稲
りくとう

で

あって、水田稲作ではありません）。 

中国の稲作農業の南方への伝播は、前述しましたように長江流域を下っていきましたが、

いずれにしても初期の稲作は陸稲で雑穀と同じような形態で栽培されていたと考えられて

います。水田稲作が出てくるのは、長江下流域の河姆
か ぼ

渡
と

からです。 

長江下流の河姆
か ぼ

渡
と

遺跡
い せ き

（図 10-4参照）では、水路の改修工事中に、地下数メートルの土

壌から多数の遺物が発見されましたが、倉があったと思われる場所から 150 トンにも及ぶ

イネが出土しました。河姆渡の人々は湿地に幾本もの柱を打ち込み、高床式の住居を作っ

て暮らしていました。ここに 150 トンものイネを備蓄する稲作農民が数百人暮らしていた

と思われます。 

このイネの年代を計測した結果、紀元前 5000年のものと判明しました。河姆渡ではイネ

の栽培を裏付ける生産道具や生活道具も多数出土しています。土を耕す鍬
くわ

やイネを刈る鎌
かま

、

脱穀のための杵
きね

などのほか、灰
はい

陶
とう

盆
ぼん

という土器もありました。何万点にも及ぶ出土品には、

釣り針や銛
もり

、木製のオールといった漁労具もありました。河姆渡の稲作民は海ともかかわ

りながら暮らしていたようです。つまり、河姆渡の人々は陸でイネを作り、海で漁労をす

る半農半漁の民だったのでしょう。 

河姆渡では、水田跡は発見されていませんが、1994年、長江下流域の北側、つまり河姆

渡遺跡の反対側の蘇州市草鞋山
そうあいざん

遺跡で世界最古の水田の跡が発掘されました。紀元前 4000

年のものでした。 

 稲作をはじめた人々は、あるときイネを湿地で育てると、その生産性が飛躍的に上がる

ことを発見したのでしょう。実際、水田に水を張るということは、雑草を防ぐとか、保温

性が高まるとか、養分になる有機物や有用な微生物を蓄えるとかの効用があり、稲の生産

性を高めることが今ではわかっています。ヒトは自分たちでコントロールできる人工的な

湿地、つまり、水田を作るという発想にいたったのでしょう。 

河姆渡遺跡で最初発見された稻粒は熱帯ジャポニカでしたが、長江流域は現在では温帯

ジャポニカにかわっています。温帯ジャポニカは長江の下流からその北側の地域で、水田

という新たな環境のなかで変化を遂げ、熱帯ジャポニカから、現在私たちが食べている温

帯ジャポニカへと生まれ変わっていったのではないかと考えられています。 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A3%A8%E8%A3%BD%E7%9F%B3%E5%99%A8
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 水田というのは水を引く水利技術や、土地を平らにする土木技術など、きわめてレベル

の高い技術が要求される農耕ですが、水田を発明した中国大陸の人たちは紀元前 3000 年ま

でにかなりの技術水準に達し、イネの生産量を大幅に増やしていました。 

◇農業開始で促進された中国地域文化の発展 

 農業の開始は、中国の地域社会の発展を促進しました。 

1921 年に河南省澠
べん

池
ち

県
けん

仰 韶
ぎょうしょう

村
むら

で発見された仰 韶
ぎょうしょう

文化
ぶ ん か

は，紀元前 5000年から紀元前

3000 年ごろに河南省、陝西省および山西省に栄えていました。麦や米や栗を耕作し、余剰

の穀物を格納するために使われた高床式建築がありました。彼らは豚や牛、そのほか羊、

山羊、および牛のような動物も飼っていましたが、肉の大部分は狩猟や漁業で得ていまし

た。 

彼らの石器は研磨されており、非常に専門化されていました。原始的な形態の養蚕も行

っていた可能性があります。仰韶の職人は美しい白、赤、および黒の彩陶を作っていまし

た。西安に近い半坡
は ん ぱ

遺跡からは半坡文字と呼ばれる文字に近い記号も発見されています。 

この黄河文明の仰韶文化が発見されて以来、黄河流域で多くの遺跡が見つかったことで

中国の文明の発祥は黄河流域であり、その後、次第に長江流域などの周辺地域に広がって

いったとの見方が支配的でしたが、河姆渡遺跡の発掘でこの説はくつがえされました。河

姆渡遺跡は明らかに黄河文明とは系統の異なるものであり、それまでの中国文明＝黄河文

明という図式を変えることになりました。 

図 10-6 に紀元前 5000～3000 年における中国新石器時代の主要な諸文化の分布を示しま

す。長江流域の河姆渡文化が仰韶文化より古いことがわかります。現在では、黄河上・中・

下流域、長江上・中・下流域に分類し、それぞれが互いに影響しあい、かつ独自の発展を

遂げていったと考えられるようになりました。 

図 10-6 中国新石器時代の文化圏 

 

                                     張 １９８６ 

  

https://ja.wikipedia.org/wiki/1921%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B2%B3%E5%8D%97%E7%9C%81
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%B4%80%E5%85%83%E5%89%8D5000%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%B4%80%E5%85%83%E5%89%8D3000%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%B4%80%E5%85%83%E5%89%8D3000%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%99%9D%E8%A5%BF%E7%9C%81
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B1%B1%E8%A5%BF%E7%9C%81
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%A0%E3%82%AE
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%B1%B3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%96%E3%82%BF
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A6%E3%82%B7
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%92%E3%83%84%E3%82%B8
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B1%B1%E7%BE%8A
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A6%E3%82%B7
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%A4%8A%E8%9A%95%E6%A5%AD
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%A5%BF%E5%AE%89
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8D%8A%E5%9D%A1%E6%96%87%E5%AD%97
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黄河流域を中心とする華北ではアワを中心とする雑穀農業で黄河文明と称しています。

これに対し、長江流域を中心とする華中では水稲農業で長江文明と称しています。南の華

南では、旧石器時代に連続する食料採集型の移動生活が新石器時代早期にもみられたよう

です。 

そのうち農業が発展すると貧富の差が出て、河姆渡の頃のように、みな平等でおだやか

な暮らしというわけにはいかなくなりました。集落には城壁がめぐらされ、分業や階層化

も進み、殉死者を伴う墓が発見されています。遺跡からは多数の精巧な玉器の他に、絹が

出土しています。コメ生産の余剰は富として蓄積され、貧富の差から支配の概念が生まれ、

各地に地域の支配者が誕生しました。やがて、中国は黄河、長江、二つの文明圏に大別さ

れるようになり、対立していったようです。 

黄河中流域を母体とする黄河文明は、図 10-6のように裴李崗
はい りこう

文化
ぶ ん か

を受け継ぐ仰 韶
ぎょうしょう

文化

（紀元前 5000～3000年）から興ってきて、その後は中原
ちゅうげん

竜山
りゅうざん

へと受け継がれ、青銅器時

代に入って、紀元前 2000 年の二里頭
に り と う

文化（黄河文明最初の王朝である夏
か

王朝の文化と推定

されています）、その後の二里崗
に り こ う

文化・殷
いん

王朝（商
しょう

王朝）、そして西周
せいしゅう

と、3代の王朝に

わたり黄河文明は拡大していきました。黄河文明の担い手は漢民族で言語はシナ・チベッ

ト語族でした。 

これに対し、長江下流域を母体とする長江文明は、紀元前 5000年（新石器時代前期後半）

の河姆渡文化に発するので、むしろ黄河文明よりも長江文明の方が先に起こったことが推

定されます（図 10-6 の右図参照）。最古の水田稲栽培は河姆渡遺跡を中心として河姆渡文

化（紀元前 5000～4000 年）、馬家
ば か

浜
ほう

文化
ぶ ん か

（紀元前 5000～3800 年）が存在し、やがて、これ

らの文化は、図 10－6 のように長江中流域の屈家
く つ か

嶺
れい

文化
ぶ ん か

（紀元前 3000 年～2500 年）、下流

域の良
りょう

渚
しょ

文化
ぶ ん か

（紀元前 3300 年～2200年）に引き継がれました。 

長江文明の担い手の言語は、オーストロアジア語族であると推定されています。また、

長江流域に興った民族名が越
えつ

であることから、オーストロアジア系ベトナムとの関連性が

推定されています。 

◇水田稲作の東南アジア、朝鮮、日本への伝播 

 やがて、長江文明は華北の黄河文明（中原
ちゅうげん

の政治勢力）の拡大による圧迫によって春秋

戦国時代の末に崩壊してしまい、長江文明を担った民は四散してしまいました。このとき、

図 10－3 や図 10-7 のように黄河文明の担い手であった漢民族のシナ･チベット語族が現在

の中国の大半を占めるように拡大していきました。 

このシナ･チベット語族の大攻勢に敗れた長江文明の担い手であったオーストロアジア

語族は、図 10-8 のように南方の現在のベトナムなどに逃れていきました。その拡散は、二

つの主要ルートで行われました。 

長江中流域から南方に広がり、紀元前 3000 年までに福建省、広東省北部を通って中国の海

岸沿いの陸域を東南アジアの半島部へと下るルートがその 1つでした。もう 1つのルート

は後氷期の海面上昇で形成された無数の島々が沖合に広がる海岸沿いに、浙江省から福建
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省、広東省、台湾へと至り、その後、海上ルートで東南アジアの島嶼部へ広がっていきま

した。 

図 10－7 中国・東南アジアに分布している 4つの言語ファミリー 

 

現在の長江流域には長江文明の母体となった人々の言語は残っていません。このとき東

南アジアへ広く四散したオーストロアジア系言語の民族へその言語と文化は受け継がれて

いるようです（ここでも農業を開始した語族の拡大膨張があったことがわかります）。 

これらオーストロアジア語族系の人々は水稲農業技術をもって移動していったので、こ

のときから、東南アジアでは水稲稲作が始まったのです。 

図 10-8 東アジア農業の東南アジアへの伝播 
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南方へ逃れた越のグループ以外にも、北東方向へ逃亡したグループがあり、その一部が倭
わ

と呼ばれていたようです。 

朝鮮半島では、新石器時代の遺跡から発掘された栽培穀物として、紀元前四千年紀の黄

海北道・智塔里
ち と う り

遺跡ではアワかヒエの炭化穀物粒と石
いし

犂
すき

、石
いし

鎌
かま

が出土しており、釜山市・

東三洞貝塚ではアワとキビが発見されていますので、畑作が始まっていましたが、農業が

食料生産の基盤であったとは考えられていません。それらの穀物の推定年代は紀元前 3500

年頃です。そのころの主たる生業はなお狩猟・漁労であったと思われます           

現在のソウルに近い一山
いるさん

遺跡で種籾が発見され、紀元前 2000 年前後に、漢江下流におい

て稲作が始まっていたことがわかりましたが、これらの遺跡では、キビ、アワ、モロコシ、

ダイズなどがイネとともに出土していますので、縄文時代後期の日本列島と同様に、この

段階では各種の穀物が混合して栽培されていたと考えられています。 

朝鮮半島では、紀元前 1000 年頃になって、忠清南道の麻田里遺跡などでは小区画水田や

階段式水田遺構などが発見され、畑作栽培に加え、水田経営が本格化する傾向を示してい

ました。紀元前 7～6世紀の遺跡からは竪穴式住居址があり、谷部には小区画の水田が、足

跡、耕作具痕、株跡などとともに水路や環溝もあり、灌漑システムが整っていたことがわ

かっています。 

 その後、朝鮮半島では、水田耕作が始まった結果、貯蔵・消費が増大して、貧富の差も

生じ、集団をリードする階層も生まれました。それを統率する首長が生まれ、また集落間

の争いも起こるようになり、検
けん

丹里
た ん り

遺跡や松
しょう

菊里
き く り

遺跡のように、集落のまわりに溝をめぐ

らす環溝集落が成立しました。 

日本へは縄文時代後期に朝鮮半島から陸稲が伝播してきて、他の雑穀とともに栽培され

るようになりました。日本への水田稲作の伝播は、従来は紀元前 2～3世紀といわれていま

したが、後述しますように紀元前 1000年ごろには北部九州に水田稲作が伝播したようで、

朝鮮半島とほぼ同じ時期であったようです。日本での農業開始については、項を改めて述

べます。 

 

【１０－１－３】日本への農業伝播と弥生時代 

◇縄文時代の農耕 

中国で開始された農業は、紀元前 2000 年前後に朝鮮半島に伝播し稲作（陸稲）が始まり

ましたが、日本へも縄文時代後期に朝鮮半島から陸稲が伝播してきて、他の雑穀とともに

栽培されるようになりました。 

日本列島における稲作は弥生時代に始まるとされてきましたが、最近のプラントオパー

ル分析（イネ科植物などの細胞組織にある種独特の形状のシリカ）で、少なくとも紀元前

1500 年頃からすでに陸稲（熱帯ジャポニカ。図 10－8 参照）による稲作が行なわれていた

ことがわかりました。ただ、イネが単独で栽培されていたわけでなく、オオムギ、ヒエ、

キビ、アワ、ソバなどの雑穀類の栽培やアズキ、大豆なども混作されていたと考えられて
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います。。プラントオパールによってイネの痕跡が確認された縄文遺跡の分布を見るます

と、九州と中国地方に集中しています。縄文の巨大集落である青森県の三内丸山遺跡など

日本列島の北の方からは出ていません。 

インドシナ半島の奥深い地域では現在でも焼畑での稲作が広く行われています。山の斜

面の草木を焼き払い、その灰を肥料とする焼畑には畔
あぜ

も灌漑用の水路もありません。また、

谷地
や ち

やちょっとした土地のくぼみを利用した原初的天水田（灌漑しない圃場）にもまたイ

ネは栽培されています。縄文時代の稲作は天水田を含めた焼畑式の稲作であったかもしれ

ません。そしてそこで栽培されたイネは現在の東南アジアの焼畑と同じく熱帯ジャポニカ

でした。 

◇水田稲作の開始 

日本への水田稲作の伝播は、従来は紀元前 2～3世紀といわれていましたが、紀元前 1000

年ごろには北部九州に水田稲作が伝播したようで、朝鮮半島とほぼ同じ時期であったよう

です。 

そこで、弥生時代を紀元前 10 世紀から紀元後 3世紀中ごろまでとすることが、国立歴史

民俗博物館(歴博)によって提案されています。本稿においても、この弥生時代区分、弥生

早期（紀元前 1000 年～紀元前 800 年）、弥生前期（紀元前 800 年～紀元前 400年）、弥生

中期（紀元前 400 年～紀元 50年）、弥生時代後期（紀元 50 年～紀元 240 年）にしたがっ

て述べることにします。 

 1978 年、福岡市の板付
いたづけ

遺跡において、縄文時代晩期（3300～2800年前）最末期の土器と

ともに水田跡や農具などが発掘されました。1979 年には、佐賀県唐津市
か ら つ し

の菜畑
なばたけ

遺跡
い せ き

からも、

水田跡、水路、農具などが発見され、板付遺跡のそれをさかのぼる縄文晩期後半の土器が

含まれていたことから、より古い段階の水田と確定されました。その後、時を重ねるごと

に古い時期に属する水田の調査事例が増加しました。 

このような調査事例の蓄積を受け、北部九州地域ばかりではなく、少なくとも本州の西

部瀬戸内地域においては、縄文時代晩期には、灌漑技術のもとに管理された水田稲作が行

われていた事実が明らかになりました。 

《水田稲作伝来のルート》 

第 9章で最初に日本に到来したホモ・サピエンスのところで、遺伝子分析を利用させて

いただきました崎谷満氏の『新日本人の起源―神話から DNA 科学へ』によりますと、日本

列島へ水稲農耕文化を持ち込んだ集団は Y染色体ハプログループ O1a、O2a、O2bなどが想

定されています。その中で O2b が最も大きな集団を形成していました。はっきりしたこと

は不明ですが、この O2b 集団を想定できる可能性があるデータが三峡地域や長江下流域の

古代遺跡に見られることは、O2b 集団のホームランドが三峡地域や長江下流域であったかも

しれません。 

3000 年前～2000 年前の中国といえば、長江文明が黄河文明に圧倒され崩壊した時期で、

長江人が水稲農耕文化を持って日本に移住してきた可能性はあります。中国の歴史のとこ

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%9B%BD%E7%AB%8B%E6%AD%B4%E5%8F%B2%E6%B0%91%E4%BF%97%E5%8D%9A%E7%89%A9%E9%A4%A8
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%9B%BD%E7%AB%8B%E6%AD%B4%E5%8F%B2%E6%B0%91%E4%BF%97%E5%8D%9A%E7%89%A9%E9%A4%A8
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ろで述べましたように、黄河流域の漢民族の大攻勢で長江文明の担い手であったオースト

ロアジア語族は南方にのがれていきましたが、北東方向へ逃亡したグループもあり、その

一部が倭
わ

と呼ばれていたようで、それが紀元前 1000～800 年ごろに、日本へ水田稲作をも

って渡来した可能性はあるでしょう。 

約 1万年前に長江中流域の湖南省道県
どうけん

の玉蟾
ぎょくせん

岩
がん

遺跡を起源とする稲作は、紀元前 6000

年～紀元前 5000 年頃には、長江下流の河姆
か ぼ

渡
と

遺跡
い せ き

周辺で、水田稲作が誕生したことは述べ

ました。長江流域の稲にはジャポニカ型とインディカ型の 2種類がありますが、ジャポニ

カ型は長江以北に、インディカ型は長江以南や南アジアに広まりました。北部九州の初期

の稲は、ほとんどがジャポニカ型でした。日本列島へ伝来する過程で、涼しい気候でも生

育するジャポニカ型が選別されて伝わったと考えられています。 

現在、中国大陸の東岸から日本列島への水田稲作の伝来経路には、ⅰ）長江河口→朝鮮

半島→北部九州という北回りルート説、ⅱ）長江下流域→朝鮮南部・北部九州という直接

ルート説、ⅲ）中国江南地域→南島（台湾・琉球列島など）→南部九州という南島ルート

説の 3説がありますが、もっとも有力なのは北回りルート説です。 

日本へは、水田稲作とともに、青銅器や大陸系磨製石器などの文化要素がそろって伝来

してきましたが、それらの多くが山東半島→遼東半島→朝鮮半島南部→北部九州というル

ートで伝来したことが確かめられるからです（つまり、日本への水田稲作は、長江下流域

から直接伝来した説（ⅱの説）もありうるような気もしますが、朝鮮半島を経由していた

かもしれません）。 

紀元前 1000年以降の温暖な朝鮮半島南部では水田稲作が発達していました。韓国南部の

忠清南道松
しょう

菊里
き く り

遺跡
い せ き

は、10 メートルの小丘陵にある無文土器時代中期、日本列島の突帯文

土器と併行期の農耕集落で、米 395 グラムが発見されましたが、住居跡は径約 4メートル

の円形竪穴住居で、中央にある炉の両端に小柱孔をもつ特徴があり、松菊里式住居と呼ば

れています。 

松菊里式文化は、水田稲作に主体をおく農耕文化であり、前述の新しい構造の住居や新

しい土器型式の出現、三角形石包丁の登場、石棺墓の採用、青銅器の使用など画期的なも

のでした。土器は中国山東半島からの系譜を引く叩
たた

き技法によるもので、叩き木と当て木

で器の内と外から叩き締めながら成形するので、軽くて丈夫な土器ができました。 

この松菊里式土器やその摸倣土器は、弥生早期・前期の九州から近畿までの各地の遺跡

で発見されています。同時期の大陸系磨製石器群も松菊里式文化のものと共通します。た

とえば、突帯文土器期の菜畑遺跡や板付遺跡では石包丁や大陸系磨製石器が一そろいで多

数発見されています。朝鮮半島南部で発達した有柄式
ゆうへいしき

磨製石剣や細形磨製石鏃も北部九州

に現れています。これは銅剣にもいえます。 

これは、朝鮮半島の人々が玄界灘を渡って北部九州に移り住み、さらに瀬戸内から東の

地域へと広がっていったのでしょう。墓制でも共通するものがあり、弥生前期の西日本で

は、石棺や木棺に遺体を納める風習が広まりましたが、これも松菊里式文化と共通します。
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近畿で前期に始まる方形周溝墓も忠清南道の寛倉里
ドカンチヤリ

遺跡など松菊里式文化期に出現してい

ました。 

《水田稲作と日本農村の原点・菜畑形跡》 

日本の最古の水田跡は、佐賀県唐津市の菜畑遺跡から発見されています。年代は紀元前

900 年で縄文晩期（弥生前期）までさかのぼります。最古の水田は、1区画が 4×7メート

ル程度の小ぶりで、土盛の畔
あぜ

と矢板でしっかり護岸された水路を伴っていました。その土

木技術は高く、現在の水田と比べてそれほど見劣りするものではありません。ここでは稲

穂を刈り取るのに使う石包丁や石鎌、水田を耕す諸手
も ろ て

鍬
くわ

、馬鍬、田面を平らにならすため

の柄振
え ぶ り

などの農耕具が大量に発見されました。イネを脱穀するために使った竪
たて

杵
ぎね

などは、

つい近年まで農家で使われていたものとそっくりです。 

 この菜畑遺跡からは水田稲作関連だけでなく多くの遺物が発掘され、2900 年前の縄文時

代晩期（弥生前期）のムラの生活をよみがえらせてくれます。それは干潟を見下ろす丘の

上にムラ（住居・倉庫など）をつくり（古代人は本能的に安全な場所を選んでいたようで

す）、家の回りでブタを飼い、丘の上に畑を耕作し、丘のふもとの谷に水田を耕作してい

ました。このことは今まで日本の農業は家畜をもたないという、いわゆる欠畜農業だとい

う定説をうちやぶる発見でした。菜畑で行われた日本最古の稲作のまつりの祭壇には当時

飼育されていたブタの頭骨（下あごに穴をあけ、棒を通していました）を飾り、彩文土器

や高坏
たかつき

に穀物などを供え、漆器や弓で飾りたて、豊作を祈る儀礼を行ったと考えられてい

ます。 

当時の生活は現在と違って、水稲を中心として 6つの生業（稲作・畑作・畜産・狩猟・

漁撈・採集）が一体となったムラであり（彼らは多角化してリスクを分散していました）、

水稲の生産力が向上するにつれて、しっかりした稲作のムラに成長していったと考えられ

ています。 

それでは弥生人は水田稲作でどのくらいの収量を上げていたのでしょう。考古学の寺沢

薫氏は、奈良・平安時代の水田の収量や、東南アジアの水田の収量を参考にして、弥生前・

中期は古代の下田級で、1反（10 アール）当たりの収量は 63 キロを超えない程度、後期で

も、上田級の 1反当たり 105キロの収量をあげるのは例外的としています。 

この計算をもとに、弥生人 1人が 1日に口にできた米の量を求めて、前期では 0.1 合（18

ミリリットル）、中期では 1合（180ミリリットル）、後期では 2合（360 ミリリットル）

以下で、他のデンプンへの依存度が高く、中期では 50％ほどを、後期でも 30％ほどを依存

していたと見ています。確かに、弥生水田の収穫量は、東南アジアの湿田と同程度で、1反

当たりせいぜい 100キロほどであったでしょう。今日の全国平均は 1反当たり 500 キロ以

上ですから、弥生時代は今の 5分の 1ほどでした。 

 菜畑遺跡で行われていた畑作はアワ、オオムギ、ソバの雑穀と、アズキ、リョクトウ、

マメのマメ類栽培の他、ゴボウ、ナスビ、メロン、マクワウリ、ヒョウタン、シソ、ゴマ、
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キュウリがありました（種が出てきました）。現在の農家で栽培されているほとんどの品

種が出そろっていました。 

菜畑の人々は隣接する山でイノシシ、シカを中心としてノウサギ、ムササビ、タヌキ、

テン、アナグマなど、多くの動物をとっていました（骨が出てきました）。犬を使って狩

を行い、道具は弓と矢を用いていました。 

採集として、マタタビ、ヤマイモ、イチゴ、クコなどの種子が出土しており、この他に

もユリ根やムクノキ、ヤマモモ、シイ、カシ、ワラビ、ゼンマイ、ヤマビワ、カキ、グミ、

オニグルミ、ヨモギ、ノブドウ、セリ、アマチャズル、クリなどの球根、種子などをとっ

て食べていたことがわかりました。この作業には木の実をすりつぶす石皿、スリ石、たた

き石と、つるで編んだ編カゴが利用されました。 

漁撈としてイルカ、ジュゴン、クジラなどの海獣類をはじめ、魚類、貝類とウニ、カニ

などをとっていました。骨で作ったつり針、モリ、ヤス、浮子
う き

、石
せき

錘
すい

、土
ど

錘
すい

などの漁具や、

網の痕のついた土器、舟型木製品などから、当時の漁業のようすがわかりました。 

そのほかに、日本で最古の織物の技術が伝えられています。平織の布の痕が土器につい

たものや、糸を紡
つむ

ぐはずみ車や紡錘の軸、機織
は た お

り機
き

の部分のチキリ、ウニのトゲで作った

縫い針などが発見されています。その他、アサやカズラの花粉・種が見つかっており、こ

れで繊維を作り出したと考えられています。衣食住が生活の基盤ですが、衣の技術もしっ

かりと獲得していたことがわかりました。 

稲作の導入とともに、新たに大陸より木工技術が伝えられました。この技術には鍬と斧

柄についてはカシ、容器類はクスノキ、ヤス、男根状木製品はイスノキ、弓はカヤ、漆器

はヒノキ、矢板はシイといった特定の道具には特定の木を選定する樹種選定技術と、鍬・竪
たて

杵
ぎね

などは芯をはずした辺材
へんざい

を用い、斧柄は木の又の部分を利用するといった木取りの技術

の他、加工に際しての伐採用斧・加工用斧・穿孔
せんこう

用ノミがセットで伝えられています。日

本の建築・木工技術には定評がありますが、この時代から始まっていたのです。 

農具の加工にあたっては大陸から伝えられた磨製石斧を用いていますが、ムラ全体で使

用管理する水田の矢板、杭の加工には鉄製の最新式の斧を用いていることがわかっていま

す。ムラ全体の仕事と各家庭内の仕事の分化がみられます。 

このように菜畑遺跡は何と多くの水田稲作社会のシステムを創造していたことでしょう。

その基本は中国大陸からの模倣・伝播でしょうが、しかし、日本の自然環境に合うように

改良発展させていました。この菜畑遺跡は日本農業、日本農村の原点ともいうべきもので、

その後の農業システムのほとんどは出そろっていたようです。戦後、しばらくの間まで

（1960 年代まで）、日本の農村のどこにでもあった農業システム、農村生活システムの一

式がすでに 2600 年前の菜畑遺跡にできていたのです。 

それまで狩猟採集のかたわら、細々とイネを作ってきた日本列島の縄文人たちは紀元前

1000 年ごろから（菜畑遺跡は完成品ですから、その前から）、徐々にではありますが水田
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稲作に転換していったようです。長らく人々の主食だった森のドングリはコメへと取って

代わられたのでしょう。 

《弥生人の誕生》 

 北部九州の弥生前期の集落では、朝鮮半島系の土器だけが出土する住居と、弥生土器だ

けが出土する住居が併存することがあります。これは、水田稲作文化をたずさえて朝鮮半

島南部から移り住んだ人々が、土着の縄文人とともに生活をはじめたことを示しています。

両者は友好的に共存し、やがて混血して新しい弥生人が誕生していったのでしょう。 

はたしてどの程度の数の渡来人が九州北部に渡来し、水田稲作を伝えたのでしょうか。 

安定した食料生産の始まりは急速な人口増加をうながしたことは明らかで、渡来人集団そ

のものは少数であっても、日本列島への渡来後の人口の累積的な増加が、縄文以来の土着

の遺伝子を圧倒していったのではないかという説もあります。 

（わずかな出生率の差でも数百年続けば、たちまち、人口比率は逆転します。この議論は、

たとえば、西南アジアの小麦農業がヨーロッパ・中東・インドへ伝播した状況（つまり、

インド・ヨーロッパ語族の拡大）でも最近の遺伝子分析によって確認されています）。 

どの程度の渡来人があったかはわかりませんが、水田稲作導入以降、日本列島に住む人々

の人口が増大し形質的構成が複雑化したことはまちがいないでしょう。 

《水田稲作の国内伝播》 

 1930 年代、福岡県中央部を北流する遠賀
お ん が

川
がわ

沿いの遺跡で特徴的な弥生土器が発見され、

その後、この土器は弥生前期を代表する土器とわかり、遠賀川式土器（以前の板付 I式土

器）と呼ばれるようになりました。この遠賀川式土器の普及地域を追うことによって、水

田稲作の伝播状況がわかりました。 

北部九州に起源した弥生文化（水田稲作文化）は、西日本各地に伝播し始め、高知平野

では紀元前 8世紀、山陰・瀬戸内では紀元前 7世紀に弥生文化が始まり、畿内の河内平野

では紀元前 750～550年頃の間に弥生文化が始まったとされています。紀元前 6世紀には濃

尾平野、伊勢湾地域にまで拡散しましたが、弥生文化の拡散は濃尾平野、伊勢湾地域でい

ったん止まってしまいました。 

東日本には紀元前 3世紀、関東地方西部に初めて弥生文化が定着したことが、小田原市

の中里遺跡の発掘によって確認されています。中里遺跡では集団の編成方法や運営、生活

技術などに畿内の影響が指摘されており、近畿中央部からの入植によって弥生文化の扶植

が図られたことが明らかになっています。その後、紀元前 2世紀には関東地方西部一円に

弥生文化が拡散しました。  

その後、日本海沿岸の山形・秋田・青森の諸県で、遠賀川式土器やそれをまねて作った

遠賀川式土器の発見があいつぎました。1987 年、本州北端の青森県弘前市の砂沢
すなさわ

遺跡
い せ き

で弥

生前期の水田跡が発見され、遠賀川式土器期に本州北端まで水田稲作が到達していたこと

が確かとなりました（北海道で水田稲作が始まるのは明治時代です）。 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%AD%E9%87%8C%E9%81%BA%E8%B7%A1_(%E5%B0%8F%E7%94%B0%E5%8E%9F%E5%B8%82)
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中部地方の高地に広がるまでには、さらに 200年という期間がかかりましたが（その理

由の一つに感光性の籾
もみ

が日照時間の短い中部高地では育たないということが挙げられてい

ます）、弥生中期末には、中央高地の松本平、千曲川流域までひろがりました。 

水田稲作は全般的にはかなりの速さで日本列島を縦断伝播し波及したといえます。西日

本の日本海沿岸部の水田稲作集団が舟に乗って、稲籾と栽培技術、遠賀川式土器や土器づ

くりを伝えたに違いありません。しかし、東日本の初期弥生文化は、土器や石器、石剣・

石刀、有
ゆう

髭
し

土偶・容器形土偶、再葬
さいそう

墓
ぼ

など縄文文化の伝統が色濃いものでした。東日本の

土器は、その終末に至るまで縄文を広い範囲に飾る手法が流行していました。水田稲作文

化を受容しても、縄文文化の伝統は容易には払拭されなかったようです。 

◇金属器の使用開始 

 水田稲作の開始とともに金属器の使用がはじまりました。 

世界の多くの地域では石器→青銅器→鉄器と変遷しましたが、日本列島では青銅器も鉄

器も弥生早期から使用がはじまり（水田稲作を持ち込んだ大陸系の渡来人が青銅器も鉄器

も一緒に持ち込んだのでしょう）、以降、両者が併用された点に大きな特色があります。 

鉄器の使用は、弥生早期からはじまりましたが、弥生中期前半までには北部九州で工具

を中心に一般化されました。朝鮮半島の先端のヌクト（勒
ろく

島
とう

。古代の弁韓諸国の地域にあ

る島。現在は韓国・泗川市
サチ ョンし

のすぐ南の島）では、九州の弥生中期の土器、楽浪郡の土器、

中国の銭が一緒に出土しており、 貿易拠点だったのではないかと考えられています。ここ

には鉄生産を行う集落があり、できた鉄は 30センチもある鉄の斧（板状鉄斧）で各地に出

荷したのではないかと考えられています。弥生人には作ることのできない質の高い強靭な

鉄であったようです。 

この交易は物々交換で、日本からはコメを朝鮮からは鉄であったようです。ヌクト遺跡

からは、日本の数百点の弥生土器のかけらが見つかりました。また、祭祀用の壺も出てき

たので朝鮮半島に弥生人が住み着いて小さいながらも日本人町が形成されていたと考えら

れています。 

一方、壱岐のカラカミ遺跡から鉄生産用の地上炉跡が発見されおり、壱岐は日本への鉄

の玄関口で、全国への鉄の売り場となっていたようです。ヌクト（勒
ろく

島
とう

）の土器は島根県・

出雲市の山持
ざんもち

遺跡からも出土しており、九州北部から山口・島根（出雲地域）への分布が

見られます。鳥取県の青谷上
あお やかみ

寺地
じ ち

遺跡からは管
くだ

玉
たま

が出ましたが、この管玉の材料の碧玉
へきぎょく

は

石川県・小松市の八日市
よう かいち

地方
じ か た

遺跡のものでした。この遺跡でも多くの鉄工具が使われてい

ました。佐賀県・唐津市の中原遺跡で見つかった墓からも青谷上寺地遺跡の管玉が出てき

ました。 

このように、鳥取の花弁高坏・管玉、石川の碧玉、新潟のヒスイ、瀬戸内の塩などの特

産品と朝鮮半島の鉄器、鉄素材の交易という、朝鮮半島から北部九州、日本海沿岸を伝っ

て交易ネットワークがあったようです。 

 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E6%9C%AC%E5%88%97%E5%B3%B6
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鉄は、弥生後期以降に西日本全域に拡散するとともに、武器や農具としても採用される

ようになりました。鉄器は耐久性や刃の鋭さから主に利器、特に工具や農具（収穫具）と

して用いられました。木工具や収穫具は弥生前・中期までは石器が主役でしたが、後期に

なると、石器はいっせいに姿を消し、鉄器が本格的に普及するようになりました。 

鉄器には、朝鮮半島や中国から輸入したものと、鉄素材を輸入して日本列島で製作した

ものとがありました。鉄素材は後述します『魏志倭人伝』にあるように、もっぱら朝鮮半

島南部の弁
べん

辰
しん

の鉄に依存していました。北部九州の遺跡からは、朝鮮半島南部から入手し

た細身の板状鉄斧形の鉄素材が発見されています（日本列島でたたら製鉄が見られるのは

古墳時代後期、6世紀後半以降と考えられています。それまでは鉄製品、鉄素材はすべて朝

鮮半島からの輸入だったのです）。 

弥生時代後期には、玄界灘沿岸地域の遺跡から鉄器が大量に出てきますが、最近になっ

て、山陰など日本海側の遺跡からも多くの鉄器が発見されるようになっています。瀬戸内

海沿岸各地方や近畿地方の遺跡からはごくわずかしか出てきません。 

青銅器は弥生前期末～中期初頭に、朝鮮半島から北部九州に銅剣・銅戈
ど う か

・銅
どう

鉾
ほこ

や鏡など

が輸入され、実用品がでしたが、その後はもっぱら、威信
い し ん

財
ざい

として珍重されるようになり、

日本でも生産されるようになりました。 

いすれにしても、鉄器にしても青銅器にしても原材料は輸入でしたが、金属器の製作に

は高度な知識や技術を身につけた専門技術者が必要であり、北部九州の福岡県春日市須玖
す ぐ

遺跡群や、近畿中枢部の東奈良遺跡、唐古・鍵遺跡などは、青銅器や鉄器などの生産セン

ターがあって、常勤的専門技術者が常駐して生産にあたったようです。 

金属器の原料の入手や製作、供給は限られた有力集団によって集約的に行われました。

その流通範囲も石材や石器よりもはるかに広域化していました（大陸に及んでいました）。

金属器や原料の入手をめぐって、集団や地域は連携や統合、再編が進み、集団や地域間の

格差も大きくなってきました。金属器の使用は政治的情勢に大きく影響をおよぼし、政治

的社会を形づくる大きな要因となっていきました。 

◇戦争のはじまりと環濠集落の出現 

 狩猟採集に基礎をおく縄文時代には、争いの経済的な動機がとぼしく、集団と集団とが

ぶつかり殺し合う戦争はありませんでした。専用の武器を作らなかったし、ムラの守りを

固めることもありませんでした。殺されたことが確かな埋葬人骨もほとんどありませんで

した。 

 しかし、弥生時代になると、人骨が消えて青銅器や石製の剣や戈の切っ先だけが残る墓

（武器を人体に刺突した際に先端が折れて体内に残ったもの）は、北部九州だけでも 100

例以上ありました。 

佐賀県吉野ヶ里遺跡や福岡県筑紫野の隈
くま

・西
にし

小田
お だ

遺跡などでは、中期前葉の男性甕棺数

が女性の倍にも達する事実があり、男性が戦闘に参加する機会が多かったことを示すと考

えらています。甕棺内に頭部を切断された胴体だけが埋葬されていたと考えられる事例が

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%90%89%E9%87%8E%E3%83%B6%E9%87%8C%E9%81%BA%E8%B7%A1
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見つかっており、戦闘の際に敵に首を切られた死体を持ち帰り、埋葬したものと理解され

ています。こうした墓は前期末～中期前半に多くありました。さまざまな証拠が、弥生時

代が戦争の始まった時代であったことを語っています。 

水田稲作技術の導入により、開墾や用水の管理などに大規模な労働力が必要とされるよ

うになり、生活集団の大型化が進行しましたが、水田稲作の始まりは、土地と水をめぐる

紛争の始まりでもありました。また、米作りによって富が貯えられ、それを奪い合おうと

しました。生産力を高める鉄製農工具や鉄素材の入手や供給ルートの確保などをめぐって

も対立が起きました。 

このため、集落を防御目的の溝や濠（壕）によって取り囲む環濠
かんごう

集落が現れました。こ

の環濠集落は弥生前期から見られましたが、中期にはこれが発達しました。この環濠は集

落の平和を脅かす人間への防御施設でした。中には逆茂木
さ か も ぎ

という防御施設をめぐらしたも

のもありました。 

このころ、中国大陸や朝鮮半島では、絶えず戦乱がありました。その影響で朝鮮半島、

あるいは中国から日本に多くの人々が流れ込んだと推定されています。その渡来した首長

集団は、金属器とともに首長集団の仕組み、それに伴う身分秩序、戦闘の仕方、戦闘技術

も持ち込んできたようです。 

弥生時代前期の唐津の菜畑遺跡で述べたような自給自足の平穏なムラも、弥生時代中期

になると、ヒトがヒトを支配するという全く新しい仕組みが、日本に持ち込まれ、ここに

日本でも本格的な格差社会がはじまってきました。鉄器文化を受け入れることは大いに農

耕が促進された反面、身分制や戦争といったことも抱え込むという、いずれも文明圏に特

有の現象が日本にも現れてきたのです。 

 弥生早期の環濠集落は北部九州に限って存在しましたが、水田稲作の東方への伝播とと

もに、前期のうちに関東地方まで広がり、九州地方から関東（群馬県・千葉県）・中部（長

野県）・北陸（新潟県）地方までの広い範囲で、500 ヶ所以上確認されています。 

この環濠集落は弥生時代中期になると数が増加し面積も拡大しました。畿内地域では、

広さ 2～3ヘクタールの大きな集落が、およそ 5キロメートルの間隔をおきながら点々と分

布していました。そのうちに、これら大きな集落のなかでも特別に巨大なものが出現しま

した。 

この巨大環濠集落は、複数の環濠集落を統括する拠点集落と考えられています。直径 300

メートル、広さ約 35ヘクタールの奈良県唐
から

古
こ

・鍵
かぎ

遺跡、そして大阪府池上
いけがみ

曽根
そ ね

遺跡、兵庫

県加茂
か も

遺跡、愛知県朝日
あ さ ひ

遺跡、神奈川県大塚
おおつか

遺跡、佐賀県吉野ヶ里
よ し の が り

遺跡、長崎県原ノ
は る の

辻
つじ

遺

跡などは、巨大環濠集落でしたから、拠点集落にあたると考えられています。 

唐古・鍵遺跡は奈良盆地中央部（奈良県田原本町）に立地する環濠集落遺跡で、遺跡面

積は約 35 ヘクタールありました。4条の環濠からなる幅 100～150 メートルもの環濠帯をめ

ぐらし、その中に大型建物の跡地や青銅器鋳造炉など工房の跡地が発見されました。全国

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%96%8B%E5%A2%BE
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%94%A8%E6%B0%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A5%88%E8%89%AF%E7%9B%86%E5%9C%B0
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%92%B0%E6%BF%A0%E9%9B%86%E8%90%BD
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%9D%92%E9%8A%85%E5%99%A8
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からヒスイや土器などが集まる一方、銅鐸の主要な製造地でもあったと見られ、弥生時代

後期の日本列島内でも重要な勢力の拠点があった集落ではないかと見られています。 

◇中国史に記された倭国の状況 

この弥生時代後期（紀元 50年～紀元 240 年）の日本の状況が、中国の歴史書に記されて

います。日本に漢字が伝来したのは、5世紀のはじめ、百済の王
わ

仁
に

が渡来して『論語』と『千
せん

字
じ

文
もん

』を献上したことにはじまるといわれていますが、実際にはそれ以前に貨幣や銅鏡な

どの文物という形、あるいは外交文書という形で触れていたので、一部の者は読み書きで

きたと考えられています。ただ、歴史書を書く段階には至っていなかったようで、中国の

歴史書から当時の倭（日本）の様子を知ることができます。 

そこで、まず、倭（日本）と密接に関係があった中国と朝鮮半島の弥生時代後半の状況

を見てみましょう。 

 『漢書
かんじょ

』（前漢の歴史書）の地理志に「夫れ楽浪
らくろう

の海中に倭人有り。分れて百余国をなす。

歳時
さ い じ

を以
もち

て来りて献
けん

見
けん

すと云
い

う」と記されています。『漢書
かんじょ

』は前漢（紀元前 206年～8年）

から新
しん

の王莽
おうもう

までの歴史を後漢時代の班固
は ん こ

が建
けん

初
しょ

年間（76～84年）にまとめた中国の正史

です。 

紀元前 206年に成立した漢帝国は、中華思想をもとに帝国の内外を区別して支配する政

策をとりました。朝貢に来た国に対して、皇帝は印綬などさまざまの文物を下賜し、王な

どの位を授けました。これを冊封
さつほう

体制といいます。倭と漢帝国との朝貢関係は、この『漢

書』にあるように紀元前 1世紀には結ばれていました。 

この漢文の 19 文字が、日本列島に生きた倭人のことを記した最古の文字情報です。これ

は紀元前 1世紀頃のことを記していますので、弥生時代中期になりますが、その頃の倭国

（日本）は 100 余の小国に分かれており、そうした小国が漢の楽浪郡まで定期的に使者を

派遣して朝貢していたと記されていました。 

 その後、後漢（25～220 年）の正史『後漢書』の倭伝には、「建武中元二年（西暦 57 年）、

倭の奴
な

国
こく

、貢物を奉じて朝賀す。使人自ら大夫と称す。光武（光武帝）、賜うに印綬
いんじゅ

を以

てす。安帝
あんてい

の永初元年（西暦 107年）、倭国王帥
すい

升
しょう

等、生口（奴隷）百六十人を献じ、請

見を願う」と記されていました。 

『後漢書』は後漢滅亡後 200余年を経た 432 年に范
はん

曄
よう

がまとめたものですが、その『後

漢書』によると、倭の奴国王は西暦 57 年に後漢の光武帝から金印を授かり、正式に倭奴国

王に冊封されました。この金印は、天明 4年（1784年）、福岡市志賀
し か の

島
しま

で発見され、倭の

奴国が実在したことが証明されました。その金印には「漢委奴國
かんのわのなのこく

王
おう

」と刻まれていました

が、これはあくまで奴国の王というだけで、倭国全体の王であるわけではありません。こ

の奴国は福岡市春日市とその周辺を含む福岡平野にあった弥生時代のクニの一つです。少

なくとも、後漢に朝貢するほどの国が北九州に出現していたことがわかります。 

さらに前記の『後漢書』に記された後半部分ですが、それから 50 年たった 107 年には、

倭国の王・師
すい

升
しょう

が複数の王とともに中国の皇帝に謁見しました。倭国王帥升については、

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%92%E3%82%B9%E3%82%A4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%8A%85%E9%90%B8
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E6%9C%AC%E5%88%97%E5%B3%B6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%86%8A%E5%B0%81
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別の中国史書に「倭面土国王帥升等」などとあり、倭伊都
い と

国王帥升のことかとされていま

す。107 年のときは、小国連合の代表であったようです。 

そのとき、生口（奴隷）160人を献上したとあります。このような場合 10 人が普通であ

るのに、160人といえば、16ヶ国分に相当します。師升を代表にして十いくつかの国が連

合を組んでいたのでしょう。また、それだけ多くの奴隷を献上できるということは、日本

に奴隷が大量に生まれる事情があったと思われます。この当時、九州各地で戦いが繰り返

されて、負けた方は奴隷とされたことを示しています。 

このように紀元前後には、北部九州に奴国や伊都国などのクニが成立しており、その一

部が楽浪郡を介して漢王朝と交渉を始めていたことがわかります。 

◇クニとその連合の形成 

 弥生中期から後期には、北部九州や近畿中枢部などでは、巨大環濠集落を中心に、鉄素

材や先進文物の入手などをめぐって、集団間の統合や連合が進み、クニと呼ばれる政治的

なまとまりが形づくられつつありました。 

 福岡県春日市一帯に須玖
す ぐ

岡本遺跡群と呼ぶ巨大遺跡群があり、その一帯が前述の中国史

書にも登場した奴国王の政治・祭祀・経済活動の中心でした。須玖岡本 D地点墳墓に葬ら

れた人は、楽浪郡を通じて前漢王朝への朝貢を始めたようで、紀元 57年に後漢に朝貢して、

金印を授けられた奴国王の数代前の王であったのでしょう。 

 福岡県の糸島平野の奥部にある糸島市三雲
み く も

・井原
い わ ら

遺跡群は伊都国の王都でした。同遺跡

は、東西 650 メートル、南北 1.2 キロ、面積 40 ヘクタールにおよぶ三重の濠で囲まれた巨

大環濠集落であり、南端に三雲南
みなみ

小路
しょうじ

墳墓と井原鑓
やり

溝
みぞ

墳墓の王墓があります。三雲南小路

墳墓は一辺 32 メートルの方形墳丘墓で、各王墓には、青銅製武器、前漢鏡、ガラス壁、金

銅四座飾金具、ガラス勾玉など豊富な副葬品がありました。伊都国出土の弥生時代の漢鏡

は、総計 130 面以上と奴国を圧し、伊都国の重要さを物語っています。 

長崎県壱岐市の原
はる

の辻
つじ

遺跡は、弥生時代前期から古墳時代初期にかけての大規模環濠集

落を中心とする遺跡で、後述する『魏志倭人伝』に登場する「一大国」の国都とみなされ

ています。遺跡全体の総面積は 100 ヘクタールにも及ぶ広大なもので、壕の外西北では日

本最古の船着き場の跡も発掘され、中国鏡、戦国式銅剣、貨
か

泉
せん

などの中国の銭貨（新の王

莽時代の貨幣）などが出土し、大陸交易の重要国であったことがわかります。 

 紀元前 1世紀には、北部九州だけでなく、各地でクニと呼ばれるような政治的まとまり

が形成されはじめていました。弥生中期で記した唐古・鍵遺跡では環濠集落が大型化し、

遅くとも紀元前 1世紀には奈良盆地全域ないしそれを 2～3分する範囲を領域とするクニが

成立し、その王都でした。 

 大阪府の池上
いけがみ

曽根
そ ね

遺跡や愛知県の朝日
あ さ ひ

遺跡などの大環濠集落もクニの王都ともいえる拠

点でした。こうした動きは、1世紀にかけて各地でさらに進行し、2世紀にはより大きな統

合へと進みつつありました。 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%95%B7%E5%B4%8E%E7%9C%8C
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A3%B1%E5%B2%90%E5%B8%82
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%BC%A5%E7%94%9F%E6%99%82%E4%BB%A3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8F%A4%E5%A2%B3%E6%99%82%E4%BB%A3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%92%B0%E6%BF%A0%E9%9B%86%E8%90%BD
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%92%B0%E6%BF%A0%E9%9B%86%E8%90%BD
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%AD%8F%E5%BF%97%E5%80%AD%E4%BA%BA%E4%BC%9D
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弥生後期の 2世紀から 3世紀前半にかけて発達した山陰の四隅突出型墳丘墓や、吉備の

円形墳丘墓と特殊壺・特殊器台は、山陰や吉備などの広い範囲にわたって首長たちが地域

的な政治連合を結んでいたことをうかがわせます。 

山陰地方の弥生墳墓を特徴づける形態は、方形の 4隅に張出しを付けて斜面を貼
はり

石
いし

で化

粧するもので、四隅突出型
よすみとっしゅつがた

墳
ふん

丘
きゅう

墓
ぼ

と呼ばれています。この四隅突出型墳丘墓は、出雲・伯

耆・備後北部に集中し、北陸地方にも一定数が分布しています（総計 38基）。その代表が

島根県出雲市の西谷
にしたに

3 号墳で、方形部は東西 42 メートル×南北 35 メートル、高さ 5メート

ル、突出部の付け根の長さを入れると一辺 50メートルです。土器は地元産を中心に、山陰

東部の器台・高杯・壺を含み、吉備から運ばれた特殊壺と特殊器台もありました。出雲西

部の有力首長（出雲王という説もあります）の葬送に、山陰東部や吉備の首長らが参画し

ていたようです。彼らは生前から政治的な絆で結ばれていたのでしょう。 

1990 年代末に発見された鳥取県の大山町
だいせんちょう

と淀江町
よどえちょう

にまたがる妻木
む き

晩
ばん

田
だ

遺跡
い せ き

群は 156ヘク

タールもある国内最大級の弥生集落遺跡で、これは発掘当時国内最大級といわれた吉野ヶ

里遺跡（現在は調査が進み 70 ヘクタールぐらいはあります）の 2倍以上にもおよぶ大規模

なものです。この妻木晩田遺跡からも四隅突出墳墓（洞ノ原地区東側丘陵）が発見されて

いますので、山陰の出雲地方から北陸の能登半島にまで拡がっていた古代出雲の文化圏に

入っていた考えられます。 

 また、最近、発掘された鳥取市の青
あお

谷上
や か み

寺地
じ ち

遺跡
い せ き

も出雲文化圏に入っています。この青

谷上寺地遺跡は、弥生時代の集落跡で膨大な数の土器以外に、鉄器・青銅器・木器・石器・

骨角器、管
くだ

玉
たま

、碧玉
へきぎょく

、勾玉
まがたま

、各種装身具、丸木舟、漁具など多彩で、20 年間に数十万点も

の遺物が発見され、「弥生の地下博物館」とも呼ばれています。 

倉敷市の楯築
たてつき

墳丘墓は、高い独立丘上に立地し、径 43メートル、高さ 5メートルの円丘

の両側に方形の突出部をもつ全長 80 メートルのきわだって大きい双方中円形墳
そうほうちゅうえんけいふん

です。特殊

器台と特殊壺を墓にたてる風習は吉備の墳丘墓で生まれ、発達して美作・備前・備中・備

後の地域に広まりました。吉備の首長たちは、葬送儀礼を共通させる地域的な連合を結ん

でいました。楯築墳丘墓はその盟主の墓でした。なお、楯築墳丘墓などの双方中円形墳
そうほうちゅうえんけいふん

は、

のちの前方後円墳に発展したと考えられています。 

次に近畿圏に入りますと、最近、滋賀県彦根市の稲部
い な べ

遺跡で弥生時代終末から古墳時代

初め（3世紀前半）の鉄器工房群の遺構が発見されました。鉄器工房は 30 棟以上ある竪穴

建物群で、うち 23棟の床面から鉄片や鉄塊が見つかりました。鉄の延べ板を朝鮮半島から

取り寄せ、武器や農具、工具を造っていたと考えられます。前述しましたように、日本海

側ルートで、若狭湾で陸揚げし、琵琶湖畔の彦根の工房に運び、ここで加工し、製品を大

和とか北陸とか東海に供給していたとみられています。稲部遺跡が最も栄えた時代は、中

国の歴史書『魏志倭人伝』に出てくる邪馬台国の時代と重なります。 

大和では、纒
まき

向
むき

遺跡（奈良県桜井市）が発見されています。纒向遺跡は、奈良県桜井市

の三輪山の北西麓一帯にあり、弥生時代末期から古墳時代前期にかけての集落遺跡で面積

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%9B%9B%E9%9A%85%E7%AA%81%E5%87%BA%E5%9E%8B%E5%A2%B3%E4%B8%98%E5%A2%93
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%9B%9B%E9%9A%85%E7%AA%81%E5%87%BA%E5%9E%8B%E5%A2%B3%E4%B8%98%E5%A2%93
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%90%89%E9%87%8E%E3%83%B6%E9%87%8C%E9%81%BA%E8%B7%A1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%90%89%E9%87%8E%E3%83%B6%E9%87%8C%E9%81%BA%E8%B7%A1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%83%BD%E7%99%BB%E5%8D%8A%E5%B3%B6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%BC%A5%E7%94%9F%E6%99%82%E4%BB%A3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%9C%9F%E5%99%A8
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%89%84%E5%99%A8
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%9D%92%E9%8A%85%E5%99%A8
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9C%A8%E5%99%A8
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%9F%B3%E5%99%A8
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%AA%A8%E8%A7%92%E5%99%A8
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%BE%8E%E4%BD%9C%E5%9B%BD
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%82%99%E5%89%8D%E5%9B%BD
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%82%99%E4%B8%AD%E5%9B%BD
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%82%99%E5%BE%8C%E5%9B%BD
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%82%99%E5%BE%8C%E5%9B%BD
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%A5%AF%E7%AF%89%E5%A2%B3%E4%B8%98%E5%A2%93
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%A5%AF%E7%AF%89%E5%A2%B3%E4%B8%98%E5%A2%93
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A5%88%E8%89%AF%E7%9C%8C
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%A1%9C%E4%BA%95%E5%B8%82
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%A1%9C%E4%BA%95%E5%B8%82
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%89%E8%BC%AA%E5%B1%B1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%BC%A5%E7%94%9F%E6%99%82%E4%BB%A3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8F%A4%E5%A2%B3%E6%99%82%E4%BB%A3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%81%BA%E8%B7%A1
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は 300 ヘクタールにおよびます。この少し北の田原本町には、弥生時代中期から環濠集落

のか唐古・鍵遺跡があったことは述べましたが、この集落は古墳時代に入っても続いてい

ました。 

愛知県清須市・名古屋市西区にまたがる朝日
あ さ ひ

遺跡は、縄文時代末期から古墳時代まで存

在した集落遺跡で、とくに弥生時代中期の初頭～後半にかけては、他の集落の住民の襲撃

に備え、強固な防御施設を建設していたことがわかりました。それは、環濠、柵列、逆
さか

茂木
も ぎ

、

乱杭などで、集落を二重、三重に囲む強固なもので、日本の弥生中期遺跡としては最大級

でした。銅鏃や鉄器（斧）が出土し、銅
どう

滴
てき

（銅が滴
したた

って固まった置物）が出土した北環濠

集落では青銅器が作られた可能性があります。滴った 

以上のように、弥生後期後半には、各地の有力首長は、それぞれ地域色の強い相当規模

の墳丘墓を営むようになりました。北部九州・吉備・山陰・丹後・近畿中枢部・濃尾平野

など各地で、地域的な政治連合があらわになりはじめていました。 

 

【１０－１－４】その他の地域の農業の開始と伝播 

以上述べました西南アジア起源の農業と東アジア起源の農業の他にも、図 10-2のように、

ニューギニア起源の農業、中央アメリカ起源の農業、アンデス起源の農業、アフリカ起源

の農業なども起こりました。それぞれの農業の起源は、図 10-10 のように、ニューギニア

起源の農業は 7000 年前から、中央アメリカ起源の農業は 5000 年前から、アンデス起源の

農業は 4000 年前から、アフリカ起源の農業は 3000 年前から始まっています。また、それ

らの農業は、2大農業起源地と比較しますと、かなり小範囲、地域限定的なものでした。 い

ずれにしても、自然の動植物を狩猟採集するのではなく、自分たちで自然の環境や動植物

に働きかけて食料を生産するということは、人類にとって大きな飛躍した。 

◇特殊なニューギニアの農業 

出アフリカをしてニューギニアにやってきた第一陣のホモ・サピエンスは、狩猟採集の

生活を送っていましたが、後氷期の温暖化にしたがって、海水面の上昇とともにサフルラ

ンドは縮小しそれに従い、人々は高地へと移動しました。その時期、ニューギニア一帯の

島々の住民はほとんどが狩猟採集民でした。 

そのうちに、ニューギニア高地で食料生産が始まったようで、灌漑用の溝や乾燥した土

壌に水分を保っておくための棚地（階段耕作地）が高地の谷間の盆地で、7000 年前にさか

のぼり普及していたことがわかりました。そして、人口密度がもっとも高くなった場所は、

海抜 1200 メートルから 2700 メートルに位置するニューギニア高地でした。 

したがって、ニューギニアの古代農業はこの土地で独自に発達したと考えられています。 

サトウキビ、バナナや葉物野菜などの野生祖先種は、ニューギニア種であることがわかっ

ています。また、タロイモやヤムイモは、アジアだけでなく、ニューギニア原産のものも

あることがわかっています。 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%84%9B%E7%9F%A5%E7%9C%8C
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B8%85%E9%A0%88%E5%B8%82
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%90%8D%E5%8F%A4%E5%B1%8B%E5%B8%82
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%A5%BF%E5%8C%BA_(%E5%90%8D%E5%8F%A4%E5%B1%8B%E5%B8%82)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%B8%84%E6%96%87%E6%99%82%E4%BB%A3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%9B%86%E8%90%BD
https://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=%E4%B9%B1%E6%9D%AD&action=edit&redlink=1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%9D%92%E9%8A%85%E5%99%A8
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ブタ、ニワトリ、サツマイモは外国産であることが明らかですが、ブタとニワトリは東

南アジアで家畜化されたものが、オーストロネシア人（オーストロネシア語族の人々）が

3600 年前にはじめてニューギニアにやってきたときに、伝えられたと思われます。 

南米産のサツマイモに関しては、16 世紀にスペイン人によってフィリピンに伝えられ、

ここ数世紀のあいだにニューギニアに伝えられたと思われます。サツマイモは 1エーカー

あたりの単位産出量も多く、やせた土壌にも耐える作物であったため、今ではタロイモに

かわってニューギニア高地の主要な作物となっています。 

このようにニューギニア高地では、確かに外来のものも多いのですが、ニューギニア原

産の野生植物が栽培化され、農耕が独自にはじまったとするのが一般的です。大型有袋類

の絶滅以降、狩猟採集民が人口密度の高い状態でニューギニア高地で暮らすことはできな

かったでしょうから、このような農業を開始したのでしょう。現在でも、ニューギニア高

地だけは渓谷のあちこちに村がみえ、水はけされ、垣をめぐらした畑が広がり、そこで農

民たちが稠密
ちゅうみつ

な人口で暮らしています。 

しかし、ニューギニア高地では、重要な穀類が 1種類も栽培化されていないことが問題

でした。世界に分布する大きな種子を持つ 56種のイネ科植物で、ニューギニアに自生して

いるものはひとつもありませんでした。また、ニューギニアには、飼育可能な大型哺乳類

が全く生息していませんでした。現在のニューギニア人は、ブタ、ニワトリ、イヌを飼育

していますが、これらの動物はここ数世紀の間にインドネシア経由で東南アジアからやっ

てきたものです。 

もちろん、ニューギニアの沿岸部の低地で生活する人々は魚からタンパク質を摂取する

ことができますが、高地に住む農民たちの主食であるタロイモやサツマイモはタンパク質

をあまり含んでいません。タロイモのタンパク質含有量は白米のそれよりも低く、わずか

1％です。これは肥沃な三日月地帯で栽培されていたコムギやマメ類に遠くおよばないので

す（コムギのタンパク質含有量は 8％から 14％、マメ類は 20％から 25％です）。 

ニューギニア高地の農業は、栽培化可能な穀類やマメ類、家畜化可能な動物が野生種と

して生息していなかったために、高地に居住していた人々をタンパク質不足に陥れてしま

いました。ニューギニア人は老人も若者も、ネズミやクモやカエルといった小動物を日常

的に口にします。 

 このようにニューギニアは農業の起源地の一つでしたが、この農業は周辺にはあまり伝

播しませんでした。ニューギニア高地の農業が拡大しなかったのは、彼らが住んでいる高

地の周囲を熱帯雨林が取り囲み孤立していたことや、まわりの低地では人口密度の増加を

抑制するマラリアの蔓延によるものだったでしょう。 

 現在、ニューギニアの海や川沿いに住むニューギニア低地人は、魚介類に多くを頼る生

活をしています。海や川から遠く離れた乾燥地に住む人々は、狩猟採集生活をしながら、

焼畑農業でバナナやヤムイモを作る暮らしをしています。また、湿地帯に住む低地人は、
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移動しながら狩猟採集生活をし、熟したサゴヤシから取れるデンプン質を主食としていま

す。 

◇アフリカの農業のはじまり 

図 10-2 のように、南部レバントを起源とする農民が最初にナイル川流域に入ったのは紀

元前 5500 年頃であり、このとき肥沃な三日月地帯の食料生産システムもエジプトに伝播し

ていきました。エンマーコムギ、オオムギ、亜麻
あ ま

と亜麻
あ ま

布
ぬの

、ブタ、ウシ、ヒツジ、ヤギな

どのほかに、側縁にえぐりをもつ両面剥離の矢じり、洋ナシ型の鎚
つち

矛
ほこ

、磨製石斧、脚部の

ある土器などを伴っていました。 

この西南アジアから伝わった 8種の起源作物のうちでエジプトにもとから分布していた

のはオオムギだけでした。しかし、エジプトのナイル渓谷は、肥沃な三日月地帯のチグリ

ス、ユーフラテス渓谷と環境が似ており、チグリス、ユーフラテス渓谷で育った農作物は

ナイル渓谷でも良好に育ちました。そのため、肥沃な三日月地帯起源の農業作物の大半は、

非常な速さでエジプトに伝わりました。 

そして、早くも紀元前 3200 年にはナルメル王によって、エジプトは統一され、エジプト

第 1王朝が発足しました。エジプトにとって幸運だったのは、伝播してきた肥沃な三日月

地帯の農業がそのまま使えたこと、ナイルのたまものである肥沃な土地とサハラ地域から

流入して急増した人口によって急速に経済力をつけることができたことです。つまり、あ

の壮大なエジプト文明を出現させる原動力となった農業は、もともとエジプトにあった農

作物を基礎としてはいなかったのです。 

エジプト以外の北アフリカ地中海沿岸地域に関しては、紀元前 5500 年頃からモロッコと

アルジェリアの海岸沿いに土器とヒツジ、ヤギの牧畜の証拠が残されています。ここでは

牧畜が広がっただけで、農業の到来は、紀元前 2000 年以前にはさかのぼらないと推定され

ています。 

アフリカの南の方はどうなったでしょうか。エジプトに伝播してきた肥沃な三日月地帯

の穀物は、スーダンのモンスーン夏雨気候という障壁にこばまれて、エチオピア高地へは

紀元前 1000年以前には広がりませんでした。このスーダンのモンスーン夏雨気候とは、夏

に降雨があり、年間を通じて日照時間がほとんど変化しない気候です。エジプトで主要作

物となった地中海性気候の一年草穀物は、冬の降雨や日照時間の季節的変動なしでは発芽

しないので、スーダン以南の地域には西南アジア型の農業は拡散できなかっのです。ここ

では農業はとまってしまいましたが、畜産だけは拡散できました。 

したがって、サハラ以南のアフリカでは、以後、農耕より先に、放牧と土器製作だけが

伝播して、家畜化の初期段階は定住性のものではなく移動性という形態をとって発展しま

した。つまり、サハラ以南では、ナイル・サハラ型の半農半牧的生産様式で行くしかあり

ませんでした。これは家畜に依存していれば、どこに移動しようとも、草さえあればウシ

は乳を出してくれるので、人間は乳製品がたえず入手できるから食いはぐれることはない

というものでした。 
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こうして紀元前 3000年以降、家畜化したウシ、ヒツジ、ヤギをともなったサハラとスー

ダンの牧畜民が乾燥化の強まりとともにサハラ以南へ押し出されていきました。しかし、

これも紀元前 2500 年に、家畜に猛威をふるうチェチェバエの感染域であるケニア北部のツ

ルカナ湖でとまってしまいました。この人々は牧畜とともに狩猟採集や土器製作も行いま

したが、穀物の栽培はしていませんでした。 

やがて、図 10-2 のように、アフリカのサヘリ地域とエチオピア高原でアフリカ独自の農

業が起こりました。現在のアフリカ大陸の北緯 5度から 15 度までのサハラ砂漠と熱帯雨林

のあいだを横断して伸びる草地（サヘル地帯）と潅木地ベルト（サバンナ地帯）は、アフ

リカ在来作物の原産地となりました。このアフリカ起源の栽培植物には二つの中心があり

ました。一つはアフリカ大陸を東西に横切るサヘル地域であり、もう一つはエチオピア高

原でした。 

前者のサヘル地域はサバンナ雑穀農耕複合の起源地であり、モロコシ、トウジンビエ、

シコクビエなどの穀物、ササゲや緑豆などの豆類、ゴマ、オクラ、ヒョウタンなどが栽培

化されました。これらの作物のなかで最も重要なものは、穀物のモロコシ、トウジンビエ

であり、両方とも乾燥したサヘル地域とサバンナ地帯で栽培化されました。 

モロコシ、トウジンビエは、私たち日本人になじみの薄い穀物ですが、コムギ、オオム

ギ、イネ、トウモロコシについで、5番目、6番目に重要な穀類です。これらの作物は、日

本を含む世界各地に伝播し､栽培されていて、アフリカが世界史にはたした大きな貢献の一

つです。 

さらに南のニジェール川中流域の湿地帯で、西アフリカ独自のイネ、グラベリマ・イネ

が栽培化されました。そのほかアフリカ原産と考えられるウリ科の植物には、スイカやメ

ロンなどがあります。メロンの野性種はニジェール川沿いおよびギニアに自生し、現地で

食用になっています。これらを中心として、ニジェール川流域では独自の農耕文化複合が

開花し、のちの王国形成の大きな基盤になっていきました。 

後者のエチオピア高原では、イネ科のテフ、バショウ科のエンセーテ（葉の根元の葉柄

と塊茎のデンプンを食用にするバナナの仲間です）、キク科の油料作物ヌグやコーヒーの

木などが栽培化されました。コーヒーを除くと、これらの作物はエチオピア高原以外の地

域には広まりませんでした。世界中に広まったコーヒーはエチオピアがその利用の発祥地

です。 

現在、アフリカの熱帯の森林地帯では、ヤムイモ、キャッサバ、バナナなどが盛んに栽

培され、主食となっていますが、これらはかなり後になって他地域から導入されたもので

す。また、トウモロコシも導入されたもので、サバンナで盛んに作られるようになりまし

た。 

アフリカ大陸のサハラ以南の地域では、ユーラシア大陸で家畜化されたメジャーな動物

が伝わってくるや、さまざまな部族の人々がそれらを家畜として飼育しはじめました。紀

元前 2000 年までには、象牙海岸とガーナのキンタンポ（図 10-9 参照）などで、アフリカ
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起源のトウジンビエなどの農耕とヒツジ、ヤギ、ウシの牧畜が開始されていました。ここ

で農耕と牧畜が一体化しました。これをキンタンポ文化と呼んでいます。 

図 10-9 バントゥー族の移動と農業の伝播 

 

キンタンポ文化の人々は、村規模で集住する草ぶき屋根と泥のしっくい壁からなる家々、

動物と人間の絵が描かれた土器、磨製石器（斧、矢じり、腕輪）、そして広範なネットワ

ークなどをともなっていました。このキンタンポ文化をもった人々は、農耕と牧畜を一体

化してもっているので、強力となり、アフリカの南の方に押し出していきました。 

これがバントウー族の発展で、図 10－9のようにバントウー族は現在のカメルーンやナイ

ジェリアのあたりから広まって、熱帯雨林のピグミー族を追いやって、紀元前 1000 年を過

ぎる頃に、この熱帯雨林地帯の東の端から出て、東アフリカの大地溝帯や大湖地方といっ

た開けた地域に拡散していきました。 

バントウー族は、東アフリカで、アフロ・アジアやナイル・サハラの隣人たちから、モロ

コシ類やヒエを入手し、栽培するようになりました。さらに、バントウー族は、サハラ砂漠

の南縁のサヘル地域でちょうど精錬されるようになっていた鉄も入手しました。これは「初

期鉄器文化複合」（軍事農耕複合体）と言われますが、バントウー族は、赤道アフリカでは

向かうところ敵なしの軍事産業複合体を作り出し、南下をしはじめました。 

それ以後、家畜の南下は図 10－9 のように東アフリカのチェチェバイ地帯を避けて行わ

れたようです（チェチェバイがべん毛虫を媒介することで感染する家畜の伝染病のため）。 
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「初期鉄器文化複合」（軍事農耕複合体）のバントウー系の諸集団が鉄器をもって（先住

民を追い払いながら）、2～4世紀にかけてのわずか 200 年ほどのあいだに、約 2000キロ南

下し、現在の南アフリカ・ナタール州にまで達しました。 

東アフリカには、南に 2000 マイル（約 3200 キロ）にわたって広がる一帯には狩猟採集

民のコイサン族がまばらに分布して暮らしていましたが、コイサン族は鉄器も農作物も持

っていなかったので、バントウー族のアフリカ農耕民に数で圧倒され、現在の南アフリカ共

和国のフィッシュ川（ケープタウンから東 800キロにあります）の北東部から追い出され

てしまいました。しかし、バントウー族もフィッシュ川以南に進出することはありませんで

した。現在の南アフリカの地域は冬に雨が降る地中海気候であり、夏の降雨に順応したバ

ントウー族の農作物が育たなかったからです。 

バントウー族の発祥の地である西アフリカを海岸沿いに南下した別のバントウー族は、図

10－9 のように、熱帯雨林を経由してアンゴラへ拡散し、カラハリ砂漠の南限に達しました。

ここでバントウー族の南下は止まりました。こうして南アフリカ先住民のホッテントットや

ブッシュマンとして知られるコイサン族は、図 10-9 のようにカラハリ砂漠やその周辺に追

い込まれてしまいました。 

コイサン族やピグミー族は出アフリカをしなかった根からのアフリカ生まれのアフリカ

育ちのホモ・ハビリス以来のホモ・サピエンスの末裔である狩猟採集民でしょう。ピグミ

ー族は、黒人のように皮膚の色が濃く、髪もちりちりに縮れていますが体型は黒人よりは

るかに小柄です。小さな集団を形成し、中央アフリカの熱帯雨林に広く分散しています（現

在は 20 万人ぐらい）。彼らは、狩猟採集生活を行い、近隣地域で農耕を営んでいる黒人と

交易しながら暮らしています（そうした黒人の農場で下働きしている者もいます）。 

以上のように、アフリカでも農業の開始と民族移動には大いに関連がありました。アフ

リカには現在 1500 に及ぶ言語がありますが、アメリカの言語学者の故ジョゼフ・グリーン

バーグ（1915～2001 年）によると図 10-3のように、アフリカは 5つの言語ファミリーに分

類できるとしています。赤道アフリカで話されているすべてのニジェール・コンゴ語はサ

ブグループの一つであるバントウー語を含んでいます。そして、ニジェール・コンゴ語の言

語人口の半分以上（約 2億人）が、このバントウー諸語を話しています。つまり、現在、ニ

ジェール・コンゴ語の人々がアフリカ南部のほとんどを占めるようになったのは、バントウ

ー諸語を話す人々の南部への拡散があったからです。 

◇中央アメリカ（メソアメリカ）の農業のはじまり 

 シベリアからアメリカ大陸への移住は、最終氷河期の最大氷期 LGM の前と後の 2段階で

あった可能性が高いことは述べましたが、いずれにしても、紀元前 3000 年頃までは、アメ

リカ先住民はすべてが基本的には狩猟採集民でした。 

現在のメキシコ市のある中央高原と南のオアハカ地方との間に、テワカン谷の作る盆地

があります。海抜 1600 メートル、温暖で、広々とした谷間です。ここに氷河期が終わった

1万年ほど前から、移動性の高い狩猟採集民が暮らしはじめました。狩猟民は盛んにマンモ
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ス、ウマ、カモシカなどを獲っていましたが、後氷期に入るやそうした大型動物が絶滅し、

人々は乾燥の強くなった環境下で新しい生活を組み立てる必要に迫られていました。 

 狩猟の獲物は小型化したシカ、ウサギ、ネズミその他のげっ歯類、陸生のカメ、鳥など

で、大型の槍が使えず、小型の弓矢に変わりました。また、食用になる野生植物を採集し、

石皿、石臼、摺
すり

石
いし

などでつぶして食べるようになりました。資源が少なくなる乾燥した季

節には小さな集団に分散して暮らし、雨季の時には野生植物を採集するのに都合のよいキ

ャンプにもどってくるような習慣ができました。、 

 キャンプ地が決まってくると、その周辺に有用な野生植物がかたまって生える傾向が出

てきました。これは人間が食べて捨てたり排泄したりすると、翌年、その植物は芽を出し、

ほかに比べて生える密度が高くなったのでしょう。この過程が繰り返されて初歩的な栽培

も始まりました。 

 紀元前 5000 年頃から紀元前 3400 年頃には、インゲンマメ、アボガド、カボチャ、トウ

ガラシ、ヒョウタンに栽培の手が加わっていました。豆類は中央アメリカとアンデスで同

時に栽培化され、人為的選択の結果、粒が大きくなって収量が増え、収穫しやすくなりま

した。アンデスでは、背の高い蔓性
つるせい

から、生産力のある丈の低い植物に変化しました。 

また、紀元前 5千年紀（紀元前 5000 年～4001 年）に、メキシコ南西部でテオシントとい

う野生の植物からトウモロコシが栽培されるようになりました。そのテオシントは穂軸が 3

センチにも足らぬほどの長さで 10 粒程度しか実はなく、しかも硬い外皮で覆われていまし

た。その段階のテオシントの変異を粘り強く選択して増やそうとした結果生まれたのが現

在のトウモロコシです（現在のトウモロコシなら最大 600 粒も収穫できその実はむき出し

です）が、ここに至るには長期の年月がかかったようです。 

トウモロコシの栽培化については南北アメリカ各地で試みられましたが、どの程度の大

きさであったかによって、何段階かあったようです。そのころのトウモロコシはまだ生活

を変えるほどのものではなかったようで、人々の食生活では、狩猟の肉 34％、野生植物 42％、

残りの 14％が栽培植物という割合でした。 

生産性の高いトウモロコシの変種が中央アメリカで最初に栽培化されたのは紀元前 2500

年頃でした。トウモロコシはよい品種を作り出すのに長時間を要しましたが、いったんそ

れが出来ますと、トウモロコシは短い期間に成熟し、貯蔵も簡単であり、生産性も高い作

物でした。また、中央アメリカで家畜化できた動物は七面鳥と犬だけで、食用にするため

に飼育されました。トウモロコシの生産量が十分に増えると、多くの地域でアメリカ先住

民の生活は変わっていきました。 

紀元前 1800～1600 年頃以降、この中央アメリカでも、トウモロコシ栽培が本格化しては

じめて、定住生活が登場し、谷の河岸段丘の上に竪穴式住居が集まるようになりました。

これは品種改良されたトウモロコシのおかげであり、それを反映するように、石臼、石杵、

石鉢などの重い道具が増えていきました。この時期にはワタが栽培植物の中に加わり、綿

糸や綿布が作られるようになりました。やがて、土器も使われるようになりました。中央
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アメリカでの農耕の広がりと相互作用の拡大による絶頂期は紀元前 1200～500 年のオルメ

カ文化として知られています（オルメカ文化については古代の歴史で述べます）。 

紀元前 2000年頃から、中央アメリカ起源の農業が、アメリカ合衆国南西部（ネヴァダ州、

ユタ州、アリゾナ州、コロラド州、ニューメキシコ州西部）に伝播していきました。アリ

ゾナ州のトウーソン北部のサンタ・クルズ・ベンド遺跡では、地下の貯蔵庫からトウモロコ

シとカボチャ、タバコ、ワタの遺物が発掘され、そこが農業に依存した経済によっていた

ことを示していました。おそらくはメキシコ北部からの農耕民の集団移動によるものであ

ったと考えられています。 

アメリカ合衆国東部の先住民（インディアン）たちも、紀元前 2000 年ないしそれ以前か

ら、イリノイ州、テネシー州、ケンタッキー州、オハイオ州からミシシッピ州をこえてミ

ズーリ州、カンザス州にいたる地域で、一年草種子植物であるカボチャ、ヒマワリ、キク

科のサンプウイード、アカザと呼ばれるホウレンソウの一種の 4種類の植物を栽培化して

いました。しかし、これでは十分な食料生産システムとはいえませんでした。そこで彼ら

は、野生の哺乳類や水鳥、魚介類、木の実などを主たる食料源としながら、これらの農作

物を補助的に摂取する生活を 2000 年ほど続けていました。 

そこへ紀元元年以降に、交易を通じてメキシコ原産の作物が伝わってきました。トウモ

ロコシは西暦 200 年頃に入ってきましたが、主要食物として育成されるようになるのはそ

れからまた何世紀もたってからのことでした（大陸を北への作物の移動には品種改良の時

間が必要でした）。西暦 1100 年頃にインゲンマメが伝わってきました。 

トウモロコシ、インゲンマメ、カボチャが主要作物としてアメリカ合衆国東部の先住民

たちの間で栽培されはじめると、これが引き金となって人口爆発が起き、ミシシッピ文化

が誕生し、メキシコ以北で最大規模の町づくりがなされたのは西暦 900年以降のことでし

た。しかし、この文化は登場するのがあまりのも遅すぎ、アメリカ合衆国東部の先住民（イ

ンディアン）は、16世紀に入植してきたヨーロッパ人に対抗できるほどの力を備えること

はできませんでした。 

◇南米アンデスの農業のはじまり 

後氷期になって、南米まで南下してきた狩猟採集民は、まず、主としてアンデス山脈の

海抜 4000 メートルのプーナ地帯といわれる高地で、リャマやアルパカなどラクダ科哺乳類

の狩猟を中心とした生活をしていました。湖の水鳥などを狩り、また野生の植物も利用し

ました。 

紀元前 4000年頃になると、魚介類の採集と海獣の狩猟、そして積極的な植物栽培によっ

て食料が比較的安定するようになり、海岸のすぐそばに定住するようになりました。植物

栽培とは、インゲンマメ数種、カボチャ、トウガラシ、ヒョウタン、そしてアボガド、チ

リモヤ（南米原産のソフトボールぐらいの果物）、パカエ（マメ類）、ルクマ（クリ類）

などでした。 



 

 

 36 

 紀元前 2500 年頃にはトウモロコシ、ワタ、アチラ（カンナ）、ユカ（キャッサバ）、サ

ツマイモなどの作物が入ってきました。やがて、このアンデスでもトウモロコシが作物群

の一角を占めるようになりましたが、トウモロコシがしっかりした食料になるまでは、農

業といっても非常に不安定でした。 

紀元前 2000年頃は海岸と山間部の両方で、定住集落が発達し、そのなかにかなり規模の

大きな神殿が作られました。紀元前 1800 年頃、土器と織物の技術が導入されました。土器

は瞬く間にアンデスの各地の社会に取り入れるところとなりました。マメやイモは土器で

煮ることにより、やわらかく栄養価の高い食物となりました。 

 また、海岸と山間部で発達した食料生産の刺激で、高地の狩猟採集民にも変化が生じ、

ジャガイモ、オカ（カタバミ科の栽培植物で芋を食用とします）、オユコ（ツルムラサキ

科の芋）、キノア（アカザ科の穀物）その他の寒冷地の作物が開発され、さらにラクダ科

動物のラマとアルパカが家畜に転じるという大変化が生じました。そしてワタとアルパカ

の毛が衣服その他に利用されるようになりました。 

同じ頃、エクアドルの太平洋沿岸部北部には土器と土偶を製作するバルディビア文化が

広まっていました。レアル・アルト遺跡では、インゲンマメ、ワタ、そしてトウモロコシ

が栽培されていました。南アメリカの熱帯低地やペルーの海岸低地などでキャッサバ（マ

ニオク）も開発されたのではないかと思われます。キャッサバ栽培はその後オリノコ川や

アマゾン川流域の熱帯低地において主作物の地位を占めることとなりました。 

南北アメリカ大陸における農業でいえることは、まず、第一に南北アメリカには大きな

種子をつけるムギ類（コムギ、オオムギ、ライムギ）がなく、トウモロコシが穀物の役割

をはたすようになったのは、せいぜい紀元前 2000年以降のことで、西南アジアや東アジア

起源の農業と比べると 5000年以上も遅くなりました。肥沃な三日月地帯などと比較すると、

南北アメリカの栽培穀物はきわめて貧弱でした。 

第二に、南北アメリカでは家畜化できる大型哺乳動物が更新世に絶滅し、ほとんどいな

くなっていて、南北アメリカはこの面でもかなり条件が悪くなりました。 

第三に、第一と第二に裏返しであるが、アメリカ大陸で、栽培化されたのは、生産性の

高い農作物というより、主に香辛料や果物類、工芸植物であり、補助食品でした。 

第四に、南北アメリカの農業は、西南アジアや東アジア起源の農業のような中心性がな

く、南北に孤立して起こったことです。南北に縦長であることは緯度による生物の遺伝的

変異も大きく、品種改良がむずかしく、生物種の伝播がむずかしく、孤立していました。

南北アメリカでは有用な野性の穀物や家畜化できる動物が少なかったのですが、その上に

各地域が孤立していたために、その少ない動植物を模倣・伝播させて相互利用することが

なかったので（むずかしかったので）、相乗効果が発揮できなかったことも南北アメリカ

農業を貧弱にさせた一因でした。 

◇農業開始の意義 

人類にとって（もちろん、他の動物にとっても）食料は不可欠のものです。チンパンジ
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ーなどの類人猿の段階でも、ホモ・エレクトスの原人の段階でも、出アフリカをしたホモ・

サピエンスの時代にも、縄張りをつくり食料を求めて狩猟採集の移動を繰り返していまし

た。それがところによっては、1万年くらい前から一定の場所に定住し、農耕・畜産つまり

農業を開始しました。 

 狩猟採集と農業を比較した場合、農業が潜在的にもっている大きな人口を支える力は、

あらためて強調するまでもありません。一般に狩猟採集民の人口扶養力は 1 平方キロメー

トル（k㎡）当り 1人であるといわれています。農業の生産形態あるいは発展段階によって

も異なりますが、狩猟採集よりも農業は 100 倍以上の人口扶養力を持っていることは確か

です。 

 人類が農業を開始しないで狩猟採集の生活を続けていたとしたら、現在の地球人口は 1

億人ぐらいが限度でしょう。世界の総陸地面積（148,940,000ｋ㎡）から南極大陸

（14,400,000 k ㎡）を差し引くと、134，460，000 k ㎡になります。仮に 1k ㎡に 1人の狩

猟採集民が住めるとすると、1億 3446 万人しか住めないことになります。逆に現在、77億

人ですから 1 k ㎡に平均 57 人がすんでいることになります。 

しかし、農業の開始はどこでも最初から食料が安定的に得られるようになったわけでは

ありませんでした。農業の開始は、農業化への努力だけではなく、どこに住んでいたかに

よって、運不運があったといえましょう。 

 人口が増えていった人類にとって、あるいは気候の急変によって食料に窮した人類にと

って、食料を生産するという考え、知恵は当然どこでも出たかもしれませんが、出アフリ

カをして、地球上のどこにいたかによって、簡単に栽培可能な植物、あるいは飼育可能な

動物に恵まれていたところと、そうではなく、植物にいくら働きかけても（品種改良しよ

うとしても）、当時の人類の知恵では手におえなかったところもあったでしょう。 

私たち哺乳類は被子植物の時代になって発展してきましたが、20 万種ある被子植物のう

ち人間が食べられるのはわずか数千種といわれています。しかも、多少なりとも実際に栽

培されているのは、そのうちの数百種にすぎません。そして、現在の世界で 1年間に消費

される農作物の 80％はわずか十数種類の植物で占められています。穀類はタンパク質をあ

まり含まないのでマメ類で補われていますが、この穀類とマメ類をあわせて生産できると

ころが理想的ですが、そのようなところは、当時は地球上で限られていました。 

畜産も同じでした。家畜化の候補となりうる陸生の大型草食動物は 148種いましたが、

実際に家畜化されたのは、このうちの 14 種だけでした。実際に家畜化された動物を見ます

と、餌の問題、成長の時間、繁殖上の問題などの条件を満たし、なるべくおとなしい動物

を選抜して行くことで、現在のような家畜品種が少しずつ作られてきました。 

アフリカには多くの動物がいますが、家畜化された動物はほとんどいませんでした。ア

フリカ水牛やカバは家畜化のすべての条件は備えていましたが、危険であるという点で家

畜にはなれませんでした（しませんでした）。シマウマも気性が荒く危険であり、家畜化
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されませんでした。シカやレイヨウの仲間はパニック状態におちいりやすいので失格しま

した。 

実際に家畜化された大型哺乳類は、どの種類も、群れをつくって集団で暮らす、集団内

の個体の序列がはっきりしている、群れごとのなわばりを持たず、複数の群れが生活環境

を一部重複しながら共有しているものです（この種の群れは、単なる個体の寄せ集めでは

なく、社会組織として機能するものです）。このような動物は、当時は限られた地域にし

かいませんでした。 

また、農業の起源地でなくても、農業が伝播してきて、早くから農業を開始することが

できたところとできなかったところがあります。これも人間の努力もあったでしょうが、

当時の人類の技術力ではなく、むしろ、気候風土・地形などの自然環境による運不運が大

きく影響したといえるでしょう。 

たとえば、西南アジアの起源作物や家畜は、その大部分が西はエジプトやヨーロッパ、

東はインダス渓谷まで非常に速く伝わっていったことは述べましたが、このように気候風

土が似通っている同一緯度の東西方向には、模倣・伝播が速やかったといえます（光合成

植物は同緯度地帯なら普及しやすいのです）。 

それに対して、南北アメリカやアフリカのように南北方向の伝播は、作物の生育条件が

異なるので、伝播の速度が遅いか、あるいは全く伝播しませんでした（トウモロコシなど

南北に普及するのに何千年もかかりました）。 

現代では食料が生産できなくても工業製品を輸出して食料を輸入するという世界的な交

易ネットワークが出来ていますが、そうでなかった時代には、この農業を早く開始するこ

とができたか、遅くなったかは、後の歴史に大きく影響を与えることになりました。農業

は、図 10-9のように、早いところでは 1万年前くらいからはじまり、遅いところで 3000

年前くらいからはじまっていますが、この 7000 年の差はきわめて大きいものでした（もち

ろん、農業に不適で現在でも農業が行われていないところもありますが）。 

農業の開始は人口の増大につながり、人口の増大は人類社会に基本的な変革をもたらす

ことになったからです。変革というより、できたばかりの人類社会は新しい社会の仕組み

（社会システム）をこれからほとんどすべて作っていくことになりますが、農業で先行し

た地域はその社会システムづくりでも先行することになったのです。 

 

【１０－２】農業定住社会の成立 

◇農業定住社会は技術・道具が蓄積する社会 

《狩猟採集の移動社会は技術・道具が蓄積しない社会》 

人類は､260万年前にホモ・ハビリスが最初の石器を使いはじめたときに初めて技術を持

ち、道具を持ちました（もちろん、木の枝や木製の道具もあったでしょうが残っていませ

ん）。それ以来、人類の技術は発達し続け、その道具（石器）も進歩していきましたが、

その進歩の度合いは緩慢なものでした。 



 

 

 39 

 図 10-9 農業・金属・文字の創造と伝播、古代国家の形成 
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しかし、技術の発展が緩慢だったのは、狩猟採集社会の宿命であったかもしれません。

野営地から野営地に移動して暮らす狩猟採集民は、持ち運べる物しか所有できなかったの

です。しょちゅう移動する狩猟採集民が運べるものは（もちろん、荷車などなはありませ

んでした）、赤ん坊、少数の武器、それに最低限の必需品ぐらいでした。たとえ発明品が

あったとしても、そこに置いておかれ、そのうちに忘れさられてしまったでしょう。 

つまり、移動生活の過程で人類はいろいろなものを思いついたり、作ったりしたかもし

れませんが、それを持って移動することはできないので、そのつど、棄ててきたのでしょ

う。 

本当の創造はめったにあるものではありません。大部分は前のものや技術の改良にすぎ

ません（それはそれで大変重要なことですが）。人間の発明は抽象的なものより、具象的

なものがヒントになることが圧倒的に多いのです。技術にしても道具にしても、すべて積

み重ねであります。しかし、前のものを捨ててしまっていて物がなかったのでは積み重ね

ようがありません。このように狩猟採集の移動生活は基本的に着の身着のままの生活で、

技術や道具が蓄積しない社会でした。 

その技術・道具に大きな変化が現れたのは、農業定住生活の開始からでした。定住して

生活するようになると、いろいろな道具が必要になってきたました。移動生活では持って

移動できなかったようなものでも、定住生活では持っていると便利であることがわかりま

した。 

たとえば、犂
すき

です。最初の農業は掘り棒で地面をひっかく程度でした。それがメソポタ

ミアで紀元 4千年紀にさかのぼる犂の絵が見つかっていますので、犂はメソポタミアで発

明されたのでしょう。その犂は掘り棒を改良して、地面を連続的に掘り返すことができる

ようにした道具でした。 

最も古いタイプはスクラッチプラウ（ひっかき犂）で、先端につけた木製の刃（犂べら）

で浅いあぜ溝を切り取るだけのものでした。ひっかき犂で効率よく耕すには交差するよう

に耕す、つまり同じ畑を 2度（2度目は最初と直角の方向に）耕す必要がありました。後に

改良されて犂ベラの先端が金属製になり、またコールターと呼ばれる刃を犂ベラの前に装

着して地面を切り取るようになりました。 

（この犂は中国に伝播しましたが）紀元前 1世紀の中国でさらに改良が進み、發土板
はつ どばん

が追

加されました。發土板は湾曲した刃で、土をひくり返して雑草を埋め、栄養分を表面に出

す働きをします。發土板を備えれば、もう交差して耕す必要はありませんでした。これで、

家畜に引かせた犂が耕すことができる土地の面積は 2倍になりました（この犂を使う方法

は、ユーラシア大陸を横断して西に伝わり、7世紀にはヨーロッパでも使われるようになり

ました）。このように、定住生活をして具体的な道具を持っているとそれに多くのアイデ

ィアが追加されて、さらに道具は便利に使いやすくなっていくものです。 
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土器や織物の生産にも同じことがいえました。いったん作った物はそこにあるから、別

のときに、あるいは、別のヒトが、また、新しい考えが出てやりなおすことができたでし

ょう。1つの知恵が次の知恵を生み出していくようになったのです。 

定住したことで、さらなる発見もありました。川の泥が日干しされ、道具作りに利用さ

れました。泥とわらをこねあわせてレンガが作られ、レンガで家が建てられました。泥を

焼いたところ、もっと丈夫な陶器ができることがわかりました。食物貯蔵用の瓶
かめ

も作られ、

豊作だった年の蓄えで不作の年を乗り切れるようになりました。土器の登場は、日本だけ

でなく中国でも、メソポタミアでも、さらに、アマゾン川流域、アフリカ大陸のサヘル地

域、アメリカ合衆国東南部、そしてメキシコでそれぞれ登場しています。 

 定住し農業をやるようになると、急に道具やその製作の技術がが増えていきました。定

住生活の始まりは、持ち運べない所有物をため込むことを可能にし、技術・道具を蓄積す

る社会のはじまりでした。 

◇農業定住社会の社会システム 

 人類は農業定住生活にはいって、ますます、その本領をはっきして知恵と工夫を重ねて、

農業定住社会の衣食住の社会システムを作り出すようになりました。  

 最初期の農業は、掘り棒を使って農作業をしていました。そのうち、掘り棒を改良して 

犂
すき

を作り牛に引かせれば、数人が掘り棒を使ってする作業ができるようになりました。メ

ソポタミアで紀元前 4 千年紀にさかのぼる犂の絵が見つかっていますので、犂はメソポタ

ミアで発明されたと考えられています。家畜を農作業に使うメリットのひとつは、その排

泄物が土壌を肥沃にするということでした。このように農業の開始はいろいろな経験と発

明・改良が重ねられ、収穫量が増えていきました。 

このように、食料を生産する技術（農業技術）にも、農業で使う道具（鎌
かま

、鍬
くわ

、鋤
すき

など）

を作る技術、それらを使う技術、農作物の管理技術、家畜を管理する技術、収穫した食料

を加工・貯蔵（地下保存・燻製
くんせい

など）・管理する技術、水利土木・灌漑技術など一連の技術

の体系、つまり、農業生産の仕組み、システムが必要になりました。 

 それにはハード技術だけでなく、作り方、使い方、管理の仕方などの方法、ソフト技術

も含まれています。人類は農業定住社会に入り、いくら単純な社会とはいえ、食料を生産

するためには、それに必要な食料生産（農耕・牧畜）システムが存在するようになりまし

た。 

 そのうち、さらに人口が増え、社会が進みますと、収穫した食料を加工する製パンや酒

の醸造などの食品加工システム、食料などの運搬・輸送（車輪、船など）システム、衣料・

着物を作る繊維・縫製システム、木製品・石器・土器（やがて青銅器･鉄器）などの木工加

工・製陶・精錬システム、日干しレンガなどでつくる住宅・都市・城壁などの建築システ

ム、その他諸々の多くの日常品をつくる技術・システムが現れました。あまり有り難くは

ないのですが、戦争の武器、攻城技術、防衛技術も進みました。 

 このように農業定住社会になると、余剰食糧で生活できる技術の専門家もあらわれ、技
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術開発の内容も高くなり、スピードもアップされていくようになりました。そのような例

として、金属器の発明と文字の発明があります。 

◇青銅器の発明と伝播 

イラク北東部のシャニダールの洞窟（図 10－1参照）からは、紀元前 9500 年頃のものと

思われる銅のペンダントが発見されています。これは山野でたまたま発見された自然銅を

加工し、装飾品として使っていたのでしょう。 

これまでに発見された最古の銅の用具は、トルコ南東部タウルス山脈南面にあるチュユ 

ヌ・テペシ（図 10－10 参照）で発見された紀元前 7000 年以上前に自然銅から作られたも

ので、錐
きり

や釣り針や装身具など 100 点以上の小さな銅の用具が発見されています。 

次は鉱石を実際に溶解して精錬することですが、それは融点が一番低い鉛から始まりま

した。紀元前 6000 年頃、チャタル・ヒュユク（図 10-10 参照）の農業集落で発見された鉛

ビーズの首飾りでした。 

このトルコ中部のチャタル・ヒュユクは、史上最古で最大の集落で、紀元前 7300 年頃か

ら 5600 年頃まで続いていました。13 ヘクタールの広さに数千人が住んでいて、町という形

をとった世界最古の例でした。交易が盛んで、町で暮らす専門職人の手で、重要な新技術

（犂、車輪、青銅器など）が生み出されていました。都市生活というものを最初に実践し

たこの町は、町の建物は長方形でぎっしりと密集していて、通路はなく、住民ははしごを

掛けて屋根に上がり、屋根の開口部から室内に入っていました。住民の生活は何かにつけ

平等であり、都市社会の実験をやっているような都市でした。 

銅鉱石の精錬法については、紀元前 4500 年、バルカン半島のブルガリア中部のカラノヴ

ォ遺跡（図 10-10 参照）で銅鉱石の精錬跡が発見されました。 

紀元前 3500年ごろ、メソポタミアでスズの使用が始まると、まもなく銅とスズを混ぜあ

わせて青銅をつくる技術が発明されました。青銅は比較的低温で鋳造（金属を溶かして石

の鋳型に流し込みます）することができ、しかも変形しにくく硬化力があり、刀身を長く

できます。これによってそれまでよりはるかに多様な道具や武器が作られるようになりま

した。 

図 10-9 のように、メソポタミアもエジプトも紀元前 3500 年頃から青銅器時代に入り、

金属加工技術の発達により青銅製の刀剣が作られるようになりました。このメソポタミア、

エジプトの青銅技術が伝播して、図 10-9 のように、2000 年遅れて中国では、殷（紀元前

1600年～紀元前1046年）から春秋時代までが青銅器時代に相当すると考えられています（戦

国時代は鉄への移行期と考えられています）。 

◇鉄器の発明と伝播 

インド・ヨーロッパ語族のヒッタイト民族は紀元前 2200～2000年頃にコーカサス山脈を

越えて北方からアナトリア高原（現在のトルコ）に移住してきたとされます。そのヒッタ

イトが住んでいたと考えられていたアナトリア地方のカマン・カレホユック遺跡（図 10－

10 参照）の紀元前 1930～1750 年の地層から鉄製品が出土しました。この層から出土した鉄
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片は鋼と判定され、しかもアッシリア商人居留地時代の地層であり、ヒッタイト帝国成立

（紀元前 1680 年頃）以前に鋼製造技術がすでに確立していたことが明らかになりました（紀

元前 1800 年頃）。 

図 10－10 古代トルコ・バルカンの金属関連遺跡 

 

（2017 年 9月、1986 年からカマン・カレホユック遺跡で調査を続けていた日本の中近東文

化センターアナトリア考古学研究所は紀元前2250～同2500年の地層から酸化鉄を多く含む

分銅形をした直径約 3センチの塊を複数個発見しました。塊を分析したところ、鉄隕石で

もなく、塊にわずかに含まれる鉛の組成分析から地元で産出される鉄鉱石とは異なること

が判明しました。その地層は約 12 メートル下（前期青銅器時代の層）の焼土層の直上でし

た。そこにあった古代都市が大規模に破壊され、焼け跡の上に北方から来た異文化集団が

移り住んだことを示すと考えられています。ということで鉄鉱石の原産地の特定と、アナ

トリアで製鉄技術がどう創造・伝播したかの解明は今後の研究を待たねばなりません）。 

ヒッタイト帝国によって秘密とされた製鉄技術が、紀元前 1190年のヒッタイト帝国の崩

壊によって周辺民族に知れわたることになり、メソポタミア、エジプトで鉄器時代が始ま

りました。図 10-9のように、各地の鉄器時代はこのメソポタミア、エジプトから拡散した

製鉄技術が伝わってから始まることになり、中東から離れた地域にある場所ほど鉄器時代

の始まりは遅くなりました。 

東方への鉄の伝播については、ユーラシア大陸の中央シベリアなど「草原の道」を通っ

て中国へ伝わったとする説が有力でしたが、現在では、中国独自に発展したと唱える説や

インド経由で伝わった説もあります。 

中国の早期の鉄器の出土分布図を見ると、その多くが新疆地区ならびに大陸南部に見ら

れますので、西アジアから伝播してきた可能性が高いようです。新疆地区で最古の鉄器は

紀元前 1290年です（殷の時代）。西アジアからの技術伝播の指標とされるスポーク車輪付
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きの戦車が出現するのは紀元前 13 世紀頃であり、それと同時か少し遅れて鉄器が伝播した

ことになります。 

しかし、問題は鉄器と一緒に製鉄技術が受容されたかどうかであって、それを実証する

ためには、中国で製鉄炉遺構が出てこなければわかりません。中国独自技術か西アジアか

ら伝播してきたか、今の段階ではわかりません。 

いずれにしても、鉄製の武器の普及で、戦争システムが格段に強力になり、国家の統合

が促進されるようになりました。図 10-9 において、青銅器時代、鉄器時代がそれぞれの地

域で始まると間もなく、それぞれの地域に統一国家が出現したことがわかります。 

また、鉄は農具としても大変重要な役割を果たすことになりました。かなりあとになっ

てからのことですが、鉄製の農具のおかげで地球上の耕地面積は大変拡大しました。新石

器時代にはどれほどきれいに森林や潅木の茂みを焼きはらったところで、石器の鍬では、

固い土の表面を引っかく程度のことしかできませんでした。それが鉄製の農具が普及し、

動物に鋤
すき

を引かせるようになってから、本格的に土地を耕すことができるようになったの

です。 

◇文字の発明と伝播 

文字の発明は、天然素材を観察しているうちに自然発生的に誕生したというようなもの

ではありません。純然たる思考の産物です。したがって発明としては土器よりもむずかし

く、発祥地は世界に数ヶ所しかありませんでした。アルファベット文字に関しては、まっ

たく独自に発明されたのは、人類史上、一度だけで、その他のものは、文字の起源地から

伝播していったのです。 

発話、つまり、コミュニケーションの目的で人間が発する一連の音素を最初に文字で表

そうとした人は、言語学的法則を、自分で見つけ出さなければなりませんでした。たとえ

ば、区切りのない音の連続的なつながりに聞こえる発話を文字で表すためには、その発話

を記述可能な単位要素の並びにまで分解できなければなりません。これはきわめて難しい

ことであったろうと考えられます。したがって、歴史的にみて、独自に文字システムを発

明したのは数えるしかありませんでした。 

歴史上、独自に発明された文字システムとして認められている例は、メソポタミアのシ

ュメール人が紀元前 3300 年頃に作りだした楔形
くさびがた

文字、紀元前 3000年頃にエジプト人が作

りだしたヒエログリフ（神聖文字）、紀元前 1300年頃に中国人が作りだした漢字、紀元前

600 年頃にメキシコ先住民が作りだしたマヤ文字などが独自に考案された文字システムと

推測されています（そのほかにも、インダス文字など、独自発明か、伝播による模倣か、

はっきりしないものもいくつかあります）。 

これらの地域以外の人々は、よそですでに使用されていた文字システムからヒントを得

たり、借用したりして、自分たちの文字システムを持つようになったと思われます。人類

が最初につくり出した文字は、いずれも表意文字（象形文字）であり、字数が多くなるな

ど習得が困難であったため、その後、アルファベット文字の考えが創造され、この系統が
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世界に広く普及することになりました（表意文字を現在も使っているのは、中国の漢字系

統に限られるようになっています）。 

エジプトで創造されたヒエログリフは表意文字でしたが、紀元前 1700 年頃、特定の 1音

素を特定のヒエログリフで表す、つまり、表音文字として表すアルファベットとしての使

用法も生まれました。この表音的なアルファベット化を実際におこなったのは、エジプト

の表意文字に通じていたセム語族の人々で、図 10-11 のように紀元前 1050 年頃生まれたフ

ェニキア文字でありました。フェニキア文字が成功したのは、この体系は一対一方式で単

純であることでした。 

このため、フェニキア文字はもっとも広く使われる文字体系となり、フェニキア商人に

よりヨーロッパと中東をまたいで広められ、図 10-11 のように、多くの後継文字体系が生

み出されました。 

初期のセム語アルファベットから派生した流れの一つは初期のアラビア文字につながり、

そこから現代のエチオピアのアルファベットにつながっています。 

そして、二つ目の流れは、ペルシア帝国で正式な書類に使われていたアラム語のアルフ

ァベットにつながり、そこから現代のアラビア語、ヘブライ語、インド語、そして東南ア

ジア、チベット、モンゴルの諸語のアルファベットへとつながっています。 

三つ目は古代ギリシャ文字であります。ギリシャ文字はフェニキア文字の直系の後継で

あり、さらにこれを発展させてラテン文字（これから英語などのヨーロッパの諸語）、キ

リル文字（スラブ語のアルファベット）、コプト文字（エジプト語など）が生み出さまし

た。 

図 10-11 文字の伝播 
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                            帝国書院『ユニバーサル新世界史資料』 

このように、文字は、表音文字として単純化、簡易化されて、簡単で学びやすいアルフ

ァベットが登場して初めて、一般大衆の文字として使えるようになりました。この紀元前 8

世紀にさっそくホメロスの『イリッド』『オディセエイ』などのギリシャ文学が登場し、

各種のギリシャの学問が興りましたが、これもアルファベットのギリシャ文字あってのこ

とでした。 

このように、世界に多数あるアルファベット文字も、おおもとの発明は一度だけで、残

りはすべて模倣であると思わます。アルファベットは過去に存在していたものを含めて何

百もありますが、原形はこのセム語のアルファベットです。他のものは、ほとんどが実体

をそのまま模倣したか、少し修正して借用したものであります。つまり、アルファベット

は典型的な「創造と摸倣・伝播の法則」の産物といえます。 

◇新しい社会システムの開発・導入で問題を解決する 

農業定住から 4000 年ほどの間にその技術･システムは様々な領域で発展を遂げ、紀元前

3500 年頃には、中近東（メソポタミア）の人々はすでに、近代の産業革命以前の文明的生

活の基礎となる、ほぼ全ての技術･システム（初歩段階のものではありますが）を身につけ

ていたと言われています。 

 人類は今まで見てきたところまででも、古来、人口増加、それによる食糧不足、またそ

れに起因する社会的なゆきづまりなど、種々の困難を克服してきましたが、それは、その

おりおりに、新しい社会システムを発明（開発）し、伝播（普及）させてきたからです。 

 たとえば、人口が増えて、食料生産がおいつかなくなりました。そのようなとき、材料

分野で発明、創造があると、それを使用している社会システムに技術革新が起こりました。 

それまでの農民は主として磨製石器を使って農業生産システムの鍬
くわ

や鋤
すき

を作っていまし

たが、その後、青銅器の発明があると、青銅器の鍬や鋤を作るようになりました。狩猟用

の道具も（それは武器にもなりましたが）それまでは黒曜石などの細石刃などの弓矢や槍

を使っていましたが、青銅器が発明されると、弓矢や槍も青銅器で作られるようになりま

した。このように、新技術・新システムを発明・導入させることによって、食料の増産が

でき、狩猟ができやすくなったのです。 

次に鉄器が発明されると、農具も弓矢も槍も鉄製となりました。これによって、さらに

増産ができるようになったのです。このように新しい材料、技術（種
たね

となる技術という意

味でシード技術といいます）が発明されると、それに関連する社会システムが新材料、新

技術に置き換えられ、次々と社会システムが時代にあわせて高度化されていき、問題が解

決されていったのです。ハード技術中心の例を上げましたが、文字のようなソフト技術で

も同じでした。 

このように、人類は当面する困難な問題を解決するために、あるいは、よりよい生活・

社会を実現するために、新しい社会システムを発明・導入して問題を解決して、次の時代

へと進んでいったのです。 
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【１０－３】古代国家の成立 

◇部族社会から首長社会へ 

 狩猟採集民は 25～60 人ほどの小規模集団（バンド）で暮らし、その構成員は家族であっ

たり婚姻によるつながりであったり、何らかの関係のある人々でした。バンドの中ではだ

れもが平等であり、狩猟や採集の知恵や技術によって特に敬
うやま

われているメンバーはいても、

リーダーと呼べる人物はいませんでした。男も女も平等で、それぞれが食料の調達に携わ

っていました（男は狩猟、女は採集）。 

 農耕生活が始まると、人々はこれまでより大きな集団（部族）を作って定住するように

なりました。部族社会は数千人までの集団で、共通の祖先の血を引いているという信念で

団結していました（集団で防衛する意識がありました）。それでも初期の部族社会はそれま

でと同様、平等主義で、意思決定は公共の場で行われました。多くの部族には「長
おさ

」と呼

ばれる人物がいました。長の意見は尊重されますが、その地位は世襲ではなく、個人の能

力によっていました。 

 しかし、人類は農業定住とともに人口の増大が起き始めました。小規模集団から部族社

会に発展しました。さらに農業にとって条件のよいところでは、人口の急増が起きました。

そのようなところでは、部族社会システムも超えてしまいました。部族社会より大きくな

ると、次の段階の社会の仕組みが必要でした。 

 つまり、部族社会が発展し、人口が数千人から数万人規模になると、もうこの段階では、

大部分が血縁関係でつながっていない人々であり、互いに名前すら知らない間柄になりま

した。個々の人間は、さまざまな欲求の塊であり、それらが集まった氏族や集団にもそれ

ぞれの欲求がありました。狩猟採集の社会ではトラブルがあれば出て行けばよかったので

すが、農業定住社会になってからは、それはできなくなりました。農業定住の社会では土

地・地域の防御のためにはある程度の人数も必要であり、狩猟採集社会のように出て行け

ばすむというものではなくなりました。 

人口が増大すると集団内で発生するもめごとやいざこざが問題化する可能性が格段と高

くなってきました。人類は、他人と日常的に向き合うなかで、もめごとやいざこざを問題

化させずに解決する方法を見つけなければならなくなりました。 

 こうして歴史的に部族社会の次に出現したのが、首長制社会でした。これは権力を行使

できる人間を首長だけに限定するもので、もめごとやいざこざを問題化させずに解決する

には有効でした。そして、ある人望のあるものが何らかの仕方で首長に選ばれて、統治を

はじめるようになりました。 

 首長は、それとわかる場所で執務をとっていました。首長は外見によって遠くからでも

識別できました。首長は重要な情報を独占し、重要な決定をことごとく下しました。首長

が存在する社会では、混乱は見られなくなりました。首長に出くわすと、平民は、特別の

儀礼にのっとって敬意を表すことが義務づけられていました。 
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首長 1 人でこれらの仕事をこなせなくなり、そのうち首長にかわって実務をこなす官僚

がつきました。官僚と言っても親類縁者や取り巻き連がなりました。首長のために、徴税

もすれば、灌漑の指揮もとり、賦役の賦課も行っていました。このように首長社会の官僚

システムは、さまざまな種類の仕事を汎用的にこなしていました。 

 現代の社会なら、このような首長をどのように選び、どのように交代させるか憲法や法

律などで規定されています。しかし、当時の首長は、最初は人望があるもの、あるいは司

祭者、あるいは敵を破った指揮者などが選ばれたとしても、その首長は自分の息子にやら

せたいという欲望を抑えられなくなり、そうしたでしょう。やがて世襲されるようになっ

ていきました。 

権力が 1 ヶ所に集中すれば、必然的に、権力者が自分や自分に縁のある者のために権力

を利用しようと思えばできる社会になりました。たとえ、1代目の首長そのものが潔癖・公

平な人物であったとしても、その親類縁者、取り巻きが周囲を固め、彼らの欲望が影響力

を発揮するようになったでしょう。そうした社会では、権力者グループだけが、重要な情

報に関与でき、全体の意思を決定でき、物品を再分配できたでしょう。このようにして、

首長ひとりに権力が集中するようになりました。 

 このような過程で、部族内や首長制社会で女性の地位が徐々に低下して、女性は男性の

支配を受けるようになりました。家父長制社会の誕生です。家父長制社会では食料を調達

したり収入を得たりするのは男の仕事で、女は家にこもって出産と育児に専念することに

なりました。 

 多くの国で女性は財産を所有できず、法的にも夫や父親の管理下に置かれました。また、

一部の社会では男性が複数の妻を持つことも認められていました。娘より息子のほうが望

ましいとされ、生まれる子どもが女であった場合には処分されることもありました。 

◇貧富の差と支配階級の発生  

 首長やその家族、および官僚たちをまかなっていたのは、農民の労働によってもたらさ

れた余剰食料でした。農具や武器などが高度になり、それを専門につくる職人が現れまし

たが、彼らも余剰食料によって支えられていました。したがって、首長社会は多くの食料

を必要としました。また、非常のための蓄えも、近隣首長社会との争いのためにも多くの

蓄えが必要だとして多くの農産物や物品を徴収するようになりました。その一部は農民や

職人にも再分配されましたが、その多くが首長者グループで私物化されるようになりまし

た。こうして富裕者グループができました。それを世襲で何代も続ければ富裕者階級、支

配者階級が形成されることになりました。そのような社会は必然的に収穫量の多い農業が

発達した社会で成立しました。 

 このようにして権力が特定の人々の意向にしたがい、権力を手にした人々が自分たちを

エリート階級、支配者階級に仕立てていくことが可能になりました。現に人類の歴史はす

べての地域でそのように動いていきました。 

 専門の職人によって作られた工芸品や、遠隔地との交易によってもたらされた希少品な
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どは、特別品として首長のためにとっておかれました。首長の手元に贅沢品が集中してい

たことは、首長の墓を見ればわかります。首長の墓は特別に大きく、その中からは贅沢品

が多く見つかり、普通の農民の墓との区別がつけやすくなりました（首長社会になるまで

は、平等な埋葬が行われていました）。 

 首長社会と部族社会とは、寺院などの複雑な公共建築物の遺跡の有無によっても区別で

きました。また、最高位の首長の居場所であったところが、他の人々の居場所であったと

ころよりも明らかに大きくなっていました。行政に使用された建物や道具類が見つかった

りすることからも、首長社会は部族社会と区別できました。 

 このようにして、現実の世界では、首長社会は首長の家系と平民階級とに 2 分されてい

きました。首長の一族郎党からなる支配者階級と平民階級の被支配者階級が発生したので

す。後で述べるように、当時の社会では戦争がつきもので、敗れた集団はすべて奴隷にさ

れましたから、首長の属する階級（支配者階級）と平民階級（被支配階級）と奴隷階級の

少なくとも 3 つの階級が生まれました。婚姻は同じ階級の男女の間だけで行われるように

なり、階級制が定着しました。 

 首長制社会は、集権的に統治される社会となり、不平等な社会に陥っていきました。富

を平民から吸い上げ、首長たちによる搾取をいとも簡単に可能にする社会でした。首長お

よび首長の取り巻き連によって、どのようにでも決められるのですから、当然、首長およ

び取り巻き連の欲望によって都合のよいように処理されていきました。 

 しかし、首長制社会という階級社会において、労働の産物が上流社会に渡ってしまうこ

とに平民たちから我慢できないものが出てきました。階級間の搾取を可能とする統治シス

テムは、虐
しいた

げられた平民によってくつがえされる危険性を秘めていました。 

平民より贅沢な生活を堪能しながら、平民を抑えておくために、支配者は、知恵をしぼ

らなければならなくなりました。 

まず、ⅰ）民衆から武器を取り上げ、エリート階級を武装させました（軍隊を持ちまし

た）、ⅱ）集めた富を民衆に人気のあるやり方で再分配して彼らを喜ばせました、ⅲ）独占

的な権力を利用して、暴力沙汰を減らし、公共の秩序を維持して、民衆が安心して暮らせ

るようにしました（これが本来の首長の役割であったはずです）、ⅳ）イデオロギー（政治

的理論、理屈）や宗教でエリート階級の存在や行為を正当化しました、ⅴ）外敵からの危

機をあおり積極的に外征をするなどの方法をとるようになりました。支配者階級は、これ

らのⅰ）からⅴ）までの方法をさまざまに組み合わせて、この問題に対処していきました。 

◇支配者階級と宗教 

 支配者階級は、被支配階級を軍事的におさえこむことが基本でしたが、長期的にはⅳ）

のように、支配者階級の存在や権威を正当化するイデオロギーを作り上げ、それを平民に

広めて統治する方が利口であると考えるようになりました。このイデオロギーの役割は、

時間の経過とともに、宗教がになうこともありました。 

 農業革命の結果、狩猟採集集団社会から、首長制社会への移行は、新たな社会的、政治
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的環境を反映した、より専門化され発達した宗教を生みだすことになりました。狩猟採集

の時代から人類最古の組織原理は「血縁」でしたが、家族 → リニージ（同祖集団） → ク

ラン（氏族） → クラン連合（部族） → 部族連合（民族）へと、血縁的正統化（血縁が

ないものも血縁があるあるかのごとくする）の論理によって拡大されていきました。 

それにしたがい、宗教は小集団や部族の超自然信仰やシャーマニズム（巫術
ふじゅつ

）など個人

単位のものから、社会単位のものへと変化しました。問題とされることも、個人の単純な

願いごとから家族や氏族、民族や首長制国家の問題へと大規模化ないし複雑化し、個人を

越えた威力や生命力は部族神、国家神のかたちでまとめあげられていきました。 

事実上の血縁関係の後退は神話的な血縁関係によって補完され、首長制や王制へ宗教的

にも連続的な進化がはかられました。たとえば、エジプトのファラオは、天空神ホルスが

この世に姿を現した存在とされていました。中国の皇帝は「天命」を授かっていると主張

し、マヤの王は自分たちは神の子孫であると主張しました（神々は生きている人間に勝る

力をもつと信じられていました）。臣下たちは、王に近づくときには服従の姿勢（頭を下げ

る、ひれ伏すなど）を取ることが当然だとされました。 

支配者が権力を見せつける方法は、世界中どこでも似たようなものでした。すなわち、

一段と高い席（玉座）に座り、丈
たけ

の高いかぶり物を身につけ、笏
しゃく

と呼ばれる飾り棒を持っ

ていました。エジプトのファラオは羊飼いの杖と家畜を追い立てるための鞭を持っていま

したが、これは王が民の「羊飼い」として民を守ると同時に支配する存在であることを象

徴していました。 

都市文明をともなった古代文明のうち、最も非血縁的であるかにみえるメソポタミア文

明においても、いろいろな方面からいろいろな民族がメソポタミアに集まってきており、

非血縁的な集団でしたが、その宗教の内実は「神話の高度化」でした。エジプトでも同様

にみられる神々の階層化と広大な宇宙論とが集大成され、「古代宗教」となりました。人類

は、いまやシャーマニズムなどの発生当初の原始宗教から古代国家の組織宗教としての古

代宗教の段階に進んでいきました。 

 宗教と権威の結びつきは、エリート階級による富の取得を正当化するというメリットの

ほかに、次の点で首長社会の利益となりました。 

 第 1 に、社会全体で 1 つの宗教を共有することによって、赤の他人同士が、互いに殺し

あうことなく一緒に暮らすための下地ができました。つまり、赤の他人同士が、血縁にも

とづかない共通の絆を、宗教というかたちで持つことができるようになりました。 

 そして第 2 に、この結びつきが、赤の他人であっても他の人々のために進んで自己を犠

牲にすることを民衆に動機づけ、戦場で命を落とすこともおそれない兵士を作りだし、武

力による征服や抗戦を社会全体として効果的に行えるようにしていったのです。 

 このように従来の個人的宗教を支配階級・首長制国家にとって都合のいいようにするに

は、首長（国王）が政治と宗教の両方の権力を握ることでした。農業革命から生まれた首

長制国家は首長、王が政治的、精神的な二重の指導者を演じる神政でした。現在の人類学
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者は実質的に全ての地域で首長制国家が宗教的権威を通して政治的権力を正当化していっ

たという事実をつかんでいます。 

農業革命に続いて、発明された文字は、このような組織宗教の神話を記録するためにも

用いられるようになりました。最初の宗教的な記述は宗教史の始まりを示していました。

古代メソポタミアの紀元前 2000 年紀初頭に作成されたシュメール語版『ギルガメシュ叙事

詩』は、最初の文学ともいわれますが、神話でもあります（ギルガメシュは、紀元前 2600

年ごろ、シュメールの都市国家ウルクに実在したとされる王です）。 

古代エジプトで発見されたピラミッド文書は知られている中でもっとも古い宗教的記述

の一つで、紀元前 2400～2300 年頃のものです。文字は宗教的習慣に永続不変の概念を与え、

組織宗教の維持に重要な役割を果たしました。 

その後生まれた世界中の国々でも、その王や支配者を権威づけるための神話が作られま

した。日本の古事記・日本書紀、中国、中東、インド、ギリシャ、ローマ、ヨーロッパ、

北欧など世界中の神話にはみな同じような流れがありました。 

◇新兵器の登場と本格的な戦争の開始 

 農業の開始は余剰食料、余剰財産を生み出すことになり、これという食料の蓄えや財産

を持っていなかった狩猟採集社会にはなかった新しい闘争の火種をもたらすことになりま

した。 

農業定住後、首長制社会が成立すると、首長は被支配者階級の反乱を防ぐために、民衆

から武器を取り上げ、エリート階級を武装させて、軍隊を持ちました。首長制社会は、官

僚・警察（兵）・司法システムの確立によって、集団（社会）内部の闘争は減少してきまし

た。 

 しかし、首長制社会（小国家）と首長制社会（小国家）の間の境界地域では、狩猟採取

の時代の縄張り争いと同じように紛争が頻発するようになりましたが、これは単なる闘争

ではなく、小国家という組織と組織の大規模な闘争、つまり戦争と呼ばれるものになりま

した。 

 この前期新石器時代（紀元前 6000 年～紀元前 5000 年）には、図 10-12 のように、弓、

投石器、槌
つち

矛
ほこ

、斧
おの

の強力な武器が発明されました。これらの武器は、発明されたときには、

やはり、狩猟目的であったと思われますが、後には旧石器時代からの槍とならんで、紀元

1000 年以降に至るまで、最も有力な武器として戦争に使用されるようになりました。 

新石器時代の洞窟壁画には、今度は弓矢が動物に対してだけでなく、人間にも向けられ

ている絵が描かれていました。これは明らかに新石器時代初期には強力な軍隊が存在して

戦闘が存在していたことを示しています。 

 投石器は、初期の単純な弓よりも威力があり、射程距離でも正確さでもまさっていまし

た。図 10－13 のように、大きな石を二つ折りにした皮革や布にくるみ、一端のループを手

首に通すか手に巻き付けるなどして手に固定して他端とともに握り、（ハンマー投げのよう

に）頭上で振り回すか、体側面で振り回すかして、勢いをつけて適当な位置で握った手を
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緩めるとひもの片方が手から抜けて石が勢いよく飛ぶというものです（ルネサンス期のミ

ケランジェロのダビデ像は投石器を持っています）。 

 アッシリアの浮彫に見られる戦闘描写では投石兵は弓兵の後方に並んでおり、投石器に

よる石弾の射程は当時の弓による矢の射程より長かったと推測されています。投石器から

放たれるこぶし大の重い石は、頭蓋骨を砕き、腕や肋骨や脚を折るほどの威力がありまし

た。さらに時代が下がると、図 10-12 の右図のように、投石機（カタパルト）と呼ばれる

機械のようなものに進化しました。甲冑に身を固めた兵士に対してさえ有効でした。 

 農業定住後の前期新石器時代の人類が、槍、弓、投石器、槌矛、斧、短刀といった強力

な攻撃兵器を開発し、使用していたことは、人間社会に重大な変化をもたらしました。 

図 10-12 武器（兵器）と戦争技術の進歩 

 

図 10-12 投石機と攻城戦用投石機 

 

たとえば、2006 年に発掘されたシリア・イラク国境にあった最古級の都市国家であるハ

モウカル遺跡（図 10-1 参照）では、発掘とともに、多数の墳墓や住居の跡から、ここは紀

元前 3500 年頃の攻城戦により攻め落とされて破壊されたことがわかりました。非常に多く
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の粘土でできた球が見つかっており、これを弾丸のように放って建物や籠城している軍勢

を攻撃したとみられます（この段階では投石器ではなく投石機が使われていました）。 

黒曜石製品を作る工房や土器片などが多数発見されており、ハモウカルは大量の道具や

武器の生産、およびアナトリア南部とメソポタミアを結ぶ交易で栄えた都市国家であった

ようです。 

 その遺跡の上の層からは、ウルク期後期にさかのぼる多数の食器や壺や印章などの遺物

が見つかっており、このハモウカルは南方から拡大してきたウルクとの戦争で滅ぼされ、

その後はウルク人が住むようになったようです（このあとメソポタミアのシュメール国家

の興亡が続くことになります）。このように敗れた方は虐殺され、奴隷にされて売り飛ばさ

れ、土地はならされて、勝者がすむという本格的な戦争の時代に入っていったのです。 

 このように戦争が本格化し熾烈化してきますと、東地中海地方全域にわたって、紀元前

8000 年から 4000 年にかけての都市が要塞化されていきました。図 10-1 のエリコ、ムレイ

ベット、チャタル・ヒュユク、ベイダ、アリコシュ、テペ・グラン、テル・エス・サワン、

エリドウ、ハジュラル、シアルク、ビブロスのように独自の基礎の上に経済発展をとげた

都市は、小なりとはいえ、都市国家の中心でしたが、それらの都市は最初から防備施設を

持っていました。それらの遺跡の多くが要塞（かならずしも城壁で囲われていたわけでは

ありませんでしたが）で防備を固めていました。 

 ここに｢戦争技術における矛盾の法則｣が働きはじめました。中国の『韓非子』（紀元前 3

世紀中頃）の故事に、「どんな盾も突き通す矛」と「どんな矛も防ぐ盾」を売っていた楚の

男が、客から「その矛でその盾を突いたらどうなるのか」と問われ、返答できなかったと

いう話があります。もし矛が盾を突き通すならば、「どんな矛も防ぐ盾」は誤りになり、も

し突き通せなければ「どんな盾も突き通す矛」は誤りになり、ここから｢矛盾｣という言葉

が誕生しました。 

 しかし、現実には軍事技術は、この｢矛盾の法則｣で進歩していきました。強力な矛には

強力な盾で防御しなければなりません。強力な盾にはさらに強力な矛で攻撃しなければな

りません。その矛に対しては、さらに強力な盾で防御しなければなりません。・・・・この

ように次の戦争には必ずより強力な新兵器があらわれ、人類の限りない武器（兵器）の強

化･拡大競争が起こったのです（軍拡の論理ともいわれます）。 

 新石器時代から金属器が使用される時代になりますと、金属製の新兵器が次々と発明さ

れ、戦争はさらに激しく本格的なものとなり、国家の統一、拡大が促進されるようになり

ました。 

 青銅器時代（紀元前 3500～紀元前 1500 年）の始まりは、青銅製の兵器の使用によって、

戦争は新石器時代よりもはるかに多くの人命を奪う行為となりました。この青銅器時代に

登場した最も重要な新兵器は戦車でした。この時代には、また、長距離兵器としての複合
ふくごう

弓
きゅう

も発達しました。 

攻撃用兵器は多様化して、大ざっぱに長距離、中距離、短距離の三つのカテゴリーが出
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てきました。当時の中･長距離兵器、すなわち投げ槍、矢、投石器や弩砲
ど ほ う

は、戦闘開始の衝

突の際に使われるのが普通で、それだけで戦闘の決着がつくことはほとんどありませんで

した。最後には槌矛あるいは戦
せん

斧
ぷ

、槍や剣を手にした人間同士が激突した突撃戦で勝敗が

決しました。 

◇軍需産業の登場 

 青銅器時代（のちの鉄器時代にはさらに）に兵器製造技術が発達し、古代中近東の諸国

家が強大化した結果、組織された軍需産業が現れました。図 10-13 のように、エジプトの

壁画には､弓矢、楯、戦車の車輪その他の軍需品を生産する兵器工場が描かれていました。

ファラオ（国王）が独自の兵器工場を持っていて､このエジプト中王国時代（紀元前 2040

～1782 年）の絵では職人が弓と矢をつくっています。このように戦争は発足したばかりの

人類社会に軍需産業システムも組み込むようになりました。 

図 10-13 エジプト中王国時代の兵器工場 

 

ここに私たち人類は大きなジレンマ（矛盾）をしょいこむことになりました。人類社会

を向上させるためには､新しい知恵、工夫を生み出さなければなりません。それによって社

会システムを向上させるのです。 

 しかし、私たちはその社会を守るために、その技術を使って強力な武器や兵器や防御機

器をつくる軍需産業システムも持たねばならないという（しかも、相手もそうするので、

その優れた兵器技術はやがて威力を大きくして我が身を襲ってくるという）ジレンマに陥

るようになりました。 

 人類が農業を興し都市を築き文字を発明し､先史時代から歴史時代（文字で記述された歴

史の時代）への境界を越えたばかりの頃、人類は組織化された戦争の技術がすでに発達し

ていて、広範に普及伝播していました。ここに例示した中近東は農業の発祥の地で社会の

進み方が早く、戦争も頻発し、そのため戦争兵器も世界の先端を走っていました。ここか

ら戦争兵器も世界の他の地域に伝播し普及していったのです。｢創造と模倣・伝播の法則｣

は武器・兵器にも真でした。 

チグリス･ユーフラテス川およびナイル川流域を中心とする社会は、そもそもの最初から

戦争を通じて形成されたのであり、戦争の技術は初期文明を特色づける最も重要な要素の 1

つでした。 
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 この地域では、各国ごとに、複雑な組織と細部までゆきとどいた効果的な指揮系統を持

つ軍隊が形成され、効率のよい兵站
へいたん

組織と軍需産業に支えられていました。軍隊はだいた

い 2 万人規模で、戦略、戦術に深い理解を示す将軍たちの指揮のもとに、しのぎをきずっ

ていました。この段階で、すでに組織化された偵察部門や兵站
へいたん

部門、特殊な作戦任務を持

つ重装備および軽装備の歩兵隊と戦車隊は高度に発達をとげていました。その後の軍隊が

もつ機能はすでにすべて備えていたといえます。あとは、時代時代の技術革新に応じて、

軍隊の装備も戦争の形態も変化させていけばよかったのです。 

このように絶え間なく国境や資源･土地をめぐる争いや戦争が続くようになり、略奪や虐

殺が繰り返されつつ、首長制社会はより大きな国家へと統合されていきました。 

◇世界最初の国家の成立―シュメールの諸都市国家 

メソポタミアは、世界最初の農業の起源地の 1つでした。メソポタミアの最初の農業は、

種をパラパラまいて、天水にたよるだけで、雑草をとるようなこともせず、あとは実れば

収穫するというきわめて簡単な農法（天水農業）でありました。図 10－1 のように、メソ

ポタミアの周辺の丘陵・高原地域はそのような天水農業に適していました。しかし、その

後、人口が増大し、人々は丘陵・高原地域から､低地のいわゆる「肥沃な三日月地帯」に広

がっていきました。 

ここは肥沃ではありましたが、雨が降りませんでした。上流で雨がたくさん降ると洪水

になり、メソポタミア南部は常にチグリス川とユーフラテス川の氾濫に悩まされていまし

た。そこで人々はこの低湿地帯に、氾濫にそなえて堤防を築き、盛り土をして土地を高く

し、排水用の運河などを建設しました。こうして、はじめて「肥沃な三日月地帯」は人工

の農地となりました。これによって雨はめったに降らないものの、上流からの豊富な河川

水が流れてくるし、川床が周囲の平野より高い位置にあったため、川から耕作地まで水を

ひくことができました。 

 このように灌漑農法を導入するようになり、年間降水量 200 ミリメートルの限界線を超

えて（普通、200 ミリ以下では農業はできません）周辺地帯に農業を拡大し、穀物の収穫を

大幅に増加させることができるようになりました。こうしてメソポタミア南部の肥沃な扇

状デルタ地帯に大きな可能性が開かれ、人口密度は急速に増加し、新たな農業村落が数多

く建設されました。 

最初にメソポタミア南部に入って定住したのはシュメ－ル人でした。シュメ－ルとは、

メソポタミア南部をさす古代の呼び名であり、シュメール人といってもシュメ－ル人が何

者であったかは、よくわかっていません。そのころ、三日月地帯を囲む周辺部には、ハム

語族、セム語族、インド・ヨーロッパ語族、カフカス諸語族が住んでいましたが、これら

の民族が農業で豊かになったメソポタミアの低湿地滞に、どんどん流れ込んでいったので

す。 

 このようにして、最初に農業がおきた西南アジアにおいて、その後の社会システムの形

成も先行し、部族社会から首長社会へ発展し、青銅器・鉄器が使用されるようになり、文
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字も発明され統治に利用され、人口が増えて多くの都市ができていきましたが、その中で

ウルク（現在のイラク南部）が紀元前 3300 年頃、最初の都市国家をつくったといわれてい

ます（ウルクはイラクという国名の由来ともいわれています）。ウルクは紀元前 3000 年紀

に入ると最盛期を迎え、ほぼ 5万人台に達しました。 

シュメール初期王朝時代（紀元前 2800年～紀元前 2350 年）の後期になると、シュメ－

ル地方の覇権をめぐって都市国家間の合従連衡、争いが活発になり、ウルクの王が「国土

の王」を初めて名乗り、シュメ－ル地方を統一しました。 

 都市生活者の大半は日々自らの耕地に出かける農業従事者たちでもありましたが、これ

らの都市には彼らとは別に常勤の専門職、たとえば書記、金属加工職人、石工、彫刻師、

陶工、織工やパン焼き職人、そしてビール醸造職人などが生活していました（都市ができ

て、はじめて、これらの専門の職業が出現しました）。つまり、都市は世界初めてのものを

次々に生み出していきました。 

 人類最古のシュメール文字は、簡単な絵文字でありました。アシの茎を使って粘土板に

絵文字を刻み、それを焼いて仕上げました。その粘土板にアシで刻んだ形が楔
くさび

の形をして

いたので楔形
くさびがた

文字といわれています。最古の粘土板に刻まれていたシュメ－ル語の内容は、

覚書や、品物の目録や、受領書など、おもに経済活動に関するものでした。この文字が発

明されると、さまざまな仕事が一定の手順で正確に行えるようになりました。灌漑、収穫、

農作物の貯蔵といった社会の発展に欠かせない複雑な作業が、文字の発明によってスムー

ズに行われるようになりました。 

◇統治の仕組み（政治）もつくったメソポタミア国家 

 新社会システムは物品のようなハードウェアだけではありませんでした。シュメールは、

法律や社会の仕組みなど国家統治システムでも、いろいろ新しい仕組みを生み出しました。 

前 22 世紀末にウル第 3王朝を建てたウル・ナンムと次のシュルギの 2代で、国家の仕組み

である中央集権制度を整備しました。 

 ウル・ナンムの息子シュルギ（第 2代目。在位：紀元前 2094～2047 年）は、帝国支配の

ためのいろいろなシステム、仕組みをつくりました。まず、シュメールとアッカドを包括

する統一的な行政体制と官僚機構をつくりました。23 の属州を創設し、その各々の属州の

1 都市に地方行政センターを設置し、文武一対の行政長官（知事）によって統治させ、「バ

ラ税」という月ぎめの税を王に対して納める義務を課しました。 

 また、帝国内の結びつきを強化する目的から、幹線路が整備され、旅人が夜間安心して

逗留できるような宿場（駅）がそれらに沿って設けられました。 

 さらにシュルギは精力的に立法を押し進め、『ウル・ナンム法典』（かつてはウル・ナン

ムが作成したものだと考えられていたので、この名がつけられましたが､実際に作ったのは

2代目のシュルギでした）を発布し、法規定においては、犯罪行為を特定して、そのそれぞ

れに対しての処罰を用意しました（いわゆる判例法）。 

 法が整備される前は、個人に対する不当な扱いに仕返しをするのはその個人が属する家
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族や血縁集団の責任でした。悪事（例えば殺人）に対する報復に失敗することは、グルー

プ全体の恥とされていました。これでは暴力が暴力を生み、いわゆる血の復讐が何世代も

続くことになります。 

 そこで、ウル・ナンムは、力を行使する権利を早急に自分だけのものにしました。論争

や紛争を平和的に解決して反目を防ぐために、罪を犯したときの罰則、または犯罪者が被

害者に支払う賠償の一覧を作成しました。ここには、さまざまな種類の損害に対する賠償

額が具体的に記されています。たとえば、「他人の足を切り落とした者は、銀 10 シケル（古

代バビロニアの重さの単位）を支払わねばならない」というように記されていました。 

これはバビロニアのハンムラビ王（在位：前 1792～前 1750 年）の有名なハムラビ法典の

形式にも受け継がれています。ハンムラビ王は高さ 2.25 メートルの円錐形の石柱に 282 条

の法令を刻み、それを誰もが見られるようにバビロンの中心部に据えました（ハンムラビ

王が立派だったのはその法を石碑に記して公表したことでした）。 

石柱の一番上には、自分は神によって「領土内で正義を行うこと、邪悪な者や悪事を為

す者を滅ぼすこと、強者が弱者に害を為さないようにすること」を命じられたというハン

ムラビ王の宣言が刻まれていました。王はまた、不当に扱われたと感じる者は石柱のとこ

ろに来て、「その者に当てはまる法を読ませ、安心させよ」と促しました。 

ハンムラビのような王にとって、法を施行することは民衆の人気を勝ち取る方法のひつ

つでした。古代の支配者は、戦争や宗教儀式以外の時間の大半を、人々の訴えを聞くこと

や紛争の裁定に費やしていました。 

また、ウル第 3 王朝に返ります。ウル第 3 王朝の創設者ウル・ナンムは、土台が 60×45

メートル、高さが 30メートルを超える壮大なジグラト（神殿）を建設しました。ジグラト

はレンガ製の多層建築物で、階段を昇った頂点には月神ナンナルを祀る神殿がありました。

メソポタミア南部は石材が全くないところでしたが、人類は知恵を出し、日干しレンガを

もちいた建築技術を発達させ（日干しレンガの材料はいくらでもありました）、柱と階段を

もつ大規模な建物がつくられるようになったのです。 

その後、為政者は自らの権威を示すために大がかりな記念建造物をつくるようになりま

したが、その最初のものといえます（エジプトのピラミッドの前でした）。それが建築技術

を発達させることにもなりました。 

 シュメールの宗教は、政治と深いかかわりを持っていました。すべての土地は究極的に

は神のものであり、農民は豊かな実りを祈って、また、感謝して、収穫物を神（神官階級）

に奉納していました。もともと王は軍事面の指導者でしたが、神官も兼ねるようになった

のです。                                                  

 シュメール時代は、王や神官は神の代理人であるという位置づけであり、神官階級の台

頭につながっていきました。彼らは経済的な特権をあたえられ、特殊な技能や知識の習得

につとめることができるようになりました。世界で初めての教育制度がつくられ、神官階

級の子弟は楔形文字を覚え、楔形文字で書かれたテキストを暗記し、書き写しするように
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なり、やがて支配者階級の一角を占めるようになりました。 

◇国家成立の理由＝一元的に統治する（支配する）ため 

 以上、世界最初の国家はメソポタミアに出現しましたが、メソポタミア以外の古代国家

の形成はどのように進んだのでしょうか。 

 図 10－9 のように、西南アジアの農業システムを受け入れて急速に発展したエジプトも

紀元前 3100年ごろに（農業開始後 2000 年ぐらい後、これは例外的に短い）、統一国家を形

成しました。 

 もう 1つの農業がおきた中国においても、図 10－9 のように、 夏
か

は紀元前 2070 年頃（黄

河農業から 5000 年ぐらい後）、中米やアンデス地方では紀元前 1000 年頃でした。それらの

先進地域の国家統治システムがその他の地域に（「創造と摸倣・伝播の法則」で）伝播して

いった様子は図 10－9 に示したとおりです。 

 国家の成立を説明する理論として、かつては大規模な灌漑施設の建設や治水管理には、

集権化された国家が必要であったといわれてきました。この理論はメソポタミア、中国北

部、メキシコといったところで、国家という社会形態が人類史上初めて姿を現した頃に、

時を同じくするように、大規模な灌漑施設が築かれるようになったという事実を前提にし

ていました。 

 しかし、最近の研究では、これらの大規模施設は国家ができた結果であって、国家がで

きた原因ではないことがわかってきました。たとえば、メソポタミアについて述べました

ように国家ができる前に、彼らは共同で堤防を築き灌漑運河を作っていました。その結果、

多くの人が集まってきて国家が生まれました。同じように中国北部でも、国家が成立する

以前に、すでに小規模な灌漑施設が構築され、この親族、部族などで作った小規模な灌漑

施設で農業を行なうようになっていました。 

 どの地域でも、大規模な灌漑施設が登場するのは、国家の誕生からかなり時間が経てか

らでした。それらは国家が形成された結果、登場した二次的産物であって、国家が形成さ

れた理由ではありませんでした。国家が形成された理由は「一元的に統治する（支配する）」

ためでした。一部の支配者階級の発生とそれによる支配権の独占は問題でしたが（たぶん、

当時の人間は問題とは思わず、当然と思っていたかもしれませんが）、人口が増え、多様な

人間が織りなす社会は一元的に統治される必要はあったことは確かでした。それで国家の

成立となったのです。 

 国家は首長制社会になかった特徴をいくつか備えていました。首長制社会の多くが、一

つの言語・習慣を共有する人々の集団であるのに対し、国家には、言語・習慣を共有する

人々の集団が複数存在するのが一般的でした。強力な国家は、次々と隣国を戦争で破り、

征服して形成された国家、つまり、国家の中に多くの民族を包含しているような国家はと

くに帝国といわれることがありました（最初の帝国はアッシリアでした）。帝国のなかでは、

中心となる民族（征服民族）が支配階級となり他民族を支配しました。 

 国家の官僚は、その人の経験や能力を少なくともある程度考慮したうえで選ばれる専門
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家でした。官僚は専門的技能を必要とし、教育を必要としたので、支配者階級、富裕者階

級の子弟が独占するようになり、国家の支配者階級・貴族階級を形成するようになりまし

た。 

 国家は、より単純な社会集団にくらべて優れた武器や技術を所有し、より多くの人口を

抱えているのが普通でした。国家は兵力や軍事物資を戦局に集中させやすく、国家が小さ

な集団に対して勝利できた理由はそこにありました。 

そして、国家においては、国教や愛国心が兵士を決死の覚悟で戦わせました。小規模血

縁集団や部族社会の人々には、愛国心とか、殺されるのを覚悟の上での戦闘といった考え

はまったくありませんでした。愛国者や狂信者が恐ろしいのは、敵を打ち負かし、殲滅さ

せるためには、自分たちの一部は死んでもかまわないと思って戦うからでした。このよう

な宗教的な愛国心にかられた狂信主義は、国家が誕生するまで、どこにも存在しなかった

のではないかと考えられています。 

 

【１０－４】人類の歴史を動かす二つの法則 

これまでに見てきましたように、宇宙圏はアインシュタインの一般相対性原理で説明さ

れ、地球の物質圏の物理的な動きはプレートテクトニクス（とプルームテクトニクス）に

よって説明され、生物圏はダーウィンの進化論で説明されました。これから歴史時代、つ

まり、人間圏の歴史に入るわけですが、何か、人間圏にも指標になるような法則があるで

しょうか。 

ここで筆者は、人類の歴史を動かす法則として二つの仮説を提案したいと思います。ひ

とつは狩猟採集時代から現代まで続いている「創造と模倣・伝播の法則」であり、もうひ

とつは 1万年前の農牧業の開始以後から現代まで続いている｢人を支配しようとする統治の

法則（統治欲）｣です。 

◇歴史を動かす「創造と模倣・伝播の法則」 

まず、「創造と模倣・伝播の法則」を述べます。 

 図 10-14 のように、一般の人間の個々の生活は平凡で良い考え、良い行為も（●で示し

ます）、悪い考え、悪い行為も（●で示します）あるでしょう。それらの連続で時間がすぎ

ていって、あまりプラス、マイナスのないことで日常生活はすぎていきますが、ときには

すばらしい考え、行為があるかもしれません。 

たとえば、ホモ・ハビリスのところで述べた石器の製作という考え、行為が起こりまし

た。それは便利であることがわかり、周囲のものが真似（模倣）をしました。それを見た

周囲のものがまた、真似（模倣）をしました。こうして周辺に伝播していって、いつの間

にか、誰でも石器を使うのが当たり前（常識）になりました。もちろん、この間には途中

で誰かが改良して、あるいは、別の用途の石器を発明するというように、石器の種類と用

途が広がっていったことでしょう。 
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このように石器は、最初はほとんど変わりませんでしたが、やがて、創造（改良）が加

えられ、多様化し、長い年月の積み重ねののちに、現代の技術社会に至るまでになりまし

た。そのような社会システムの蓄積（創造だけでなく、不要になったものは廃止され、そ

の結果の蓄積）が現代の社会システムとなっています。 

 新しい仕組み、システムのもとは発明であります。発明はどのようにしてなされるで

しょうか。これに対する一般的な答えは、「必要は発明の母」といわれるように、何らか

の必要があるときに発明が生まれるという考え方があります。ところが実際の発明の多く

は、人間の好奇心の産物であって、すべてが何か特別のものを作りだそうとして生み出さ

れたわけではありません。数ある発明のなかには、当初の目的とはまったく別の用途で使

用されるようになったものも沢山あります。 

図 10-14 ｢創造と模倣・伝播の法則｣による人間の社会システムの向上  

 

新しいものを自分で生み出す、あるいは考え出す、創造する、それは楽しいものです。

そこに自分だけの個性、自分だけの喜び、生きがいを感ずるものです。これは人間の子供

などを見ていると生まれつきもっている本能のようなものであるようです。たえず何かを

見つけ出し、何かをやって喜んでいます（子供にとってはすべてはじめてのことです。い

やだったら、やらないはずです）。 

人間の好奇心、創造意欲は特別な人にだけにあるのではなく、すべての人に生まれつき

備わっているものかもしれません（生まれつき備わっていたものが、大人になるにしたが

って、特別の人を除いて失われていくのは社会システム（とくに教育システム）の問題で

しょう）。 

たえず、人間の頭にはアイデアは生まれます、それを目に見えるようにする、それが役

に立つ、都合のよいものであったなら、人々が模倣して作り、使う。社会に受け入れられ

て広まります。都合のよいものでなかったら、すたれます。ダーウィンの自然選択（自然

淘汰）ではありませんが、社会の自然選択、社会淘汰がはたらきます。その積み重ねが多

くの便利なものを生み出し、多くの有用な社会の仕組みをつくっていったのです。 
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 農業定住から 4000年ほどの間に、つまり紀元前 3500 年頃には、中近東の人々はすでに、

近代の産業革命以前の文明的生活の基礎となる、ほぼ全ての（初歩段階のものではありま

すが）社会システムを生み出していましたが、それは誰が発明したというのではなく、社

会の自然選択、社会淘汰によるものでした。 

 いずれにしても何らかのきっかけで新しいモノ、新しいやりかた（ソフトの面）を発明

します。それが有用であるとわかると周囲のものがそれを真似し、それが家族、部族、集

落へと徐々に広がっていったと思われます。数十年、数世代、数百年経つうちにある地域、

ある地方、ある大陸へと広まっていったのでしょう。 

 先史時代の発明･発見は誰がしたか、ほとんどわかっていません。たぶん、非凡な天才が

いたおかげで突如出現したのではなく、誰かがやりはじめたものを、次の誰か（グループ）

がちょっと改良して、また、次の誰か（グループ）が改良して、累積的に進歩し完成して

いったのでしょう。 

 過去の例を見る限り、完全に孤立した社会（近世以前のオーストラリアなど）を除いて、

ある社会に革新的な技術が登場するのは、そこで独自に発明されるよりも、外部の社会か

ら取り入れられる場合のほうが多かったようです。1つの発明が 1つの社会で独自に誕生す

るか、それともよそから伝播してくるかは、その発明自体の難易度と、その社会と他の社

会との隣接度という二つの要因に依存しています。 

 発明のなかには、自然発生的に誕生したものもあります。そうした発明は､人類史上、さ

まざまな場所で複数回誕生しています。たとえば、野生植物の栽培化に独自に成功し農業

を開始した地域は、図 10－2のように、世界中に少なくとも 6ヶ所ありました。 

その他の地域はその農業が開始されたところから、人が移動していって農業を開始した

か、あるいはその農業の仕方を見習って、あるいは言葉は悪いが盗んで農業を開始したか

です。このように創造があれば、人間はそれがよいことであれば模倣します、それをまた

模倣するというように伝播していって、結局、世界中に伝播していきました。つまり、創

造と模倣・伝播は人類の特技ともいうべきものであります（人類以外ではできません）。 

また、土器の考案は､自然界に広く存在する粘土が乾燥したり熱を加えたりすると固くな

るという性質に着目した結果と思われます。比較的簡単でありますので、土器は、中国で

は 2万年前に、日本では約 1万 6000 年前に、肥沃な三日月地帯では 6000 年前に登場して

います。さらに、これらの地域に続いて､アマゾン川流域、アフリカ大陸のサヘル地域（サ

ハラ砂漠の南縁）、アメリカ合衆国南東部、そしてメキシコでそれぞれ登場しています（こ

れらの関係はわかっていませんが、多分、独自に創造されたのでしょう）。 

前述しました青銅器や鉄器の発明も同じで、図 10－15 のように地球上を伝播していきま

した（南北アメリカやオーストラリアへは伝播しませんでした）。 

文字の発明は、純然たる思考の産物であり、発明としては土器よりもむずかしく、発祥

地は世界に数ヶ所しかありませんでした。アルファベット文字に関しては、まったく独自
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に発明されたのは、人類史上、一度だけで、その起源地から、図 10-11 のように、｢創造と

模倣・伝播の法則｣で地球上を伝播していきました。 

このほかにも発明自体がむずかしい例としては、水車、回転式ひき臼、歯車、磁針、風

車などがありました。これらは､南北アメリカの新世界ではまったく発明されませんでした。

旧世界でも一度か二度発明されただけです。こうしたむずかしい発明は､伝播によって広が

ることが多かったのです。独自に発明するよりも、伝播してくる速度のほうが速かったの

です。 

顕著な例が車輪の使用です。紀元前 3400 年頃に、黒海近くで最初に登場したことがわか

っている車輪は､その後、数世紀のうちに、ヨーロッパおよびアジアのほぼ全域にその姿を

現しています。しかし、古代のメキシコ先住民は､車輪のおもちゃを発明しながら、車輪を

物資の輸送に使っていませんでした。これは車輪のついた車を牽引できるような家畜を持

っていなかったため、人力で運ぶことにくらべ、車の経済的利点はあまりなかったからで

す。 

図 10-15 鉄器と製造法の伝播 

 

｢創造と模倣・伝播の法則｣は、武器（兵器）開発でも例外ではありませんでした。古来

武器・兵器のような戦争の道具（防御技術も含めて）こそ、より速くより大きな障害をも

乗り越えて伝播していったのです。 

これは後に述べることですが、大航海時代を迎え、世界がひとつになった後には伝播の

速度は速くなり、また、大洋を超えていくようになりました。たとえば、イギリスではじ

まった産業革命に端を発する工業自身（工業化）が世界に広がっていったのも｢創造と模

倣・伝播の法則｣にのっとった技術の集合体であるともいえます。 
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図 10－16 のように①イギリス→②ドイツなどのヨーロッパ→（イギリス、ドイツなどか

ら）③アメリカ→（ヨーロッパから）④ロシア→（イギリス、アメリカから）→⑤日本→

（日本・欧米から）→⑥韓国・NIES・ASEAN→（日本・欧米から）→⑦中国→（欧米・ソ連・

日本から）→⑧インドまでおよんでいますが、今後、残りの中東・アフリカの工業化（図

10－16 に黄色で示しています）が進めば、結局、産業革命（工業化）は地球を一周するこ

とになります。 

イギリス産業革命のはじまりが 18 世紀の半ばでしたから、中東・アフリカの工業化が 21

世紀の半ばに終了するとなれば、工業の地球一周には 300 年がかかったことになります。

図 10－9 において、農業の世界伝播に 7000 年かかりましたが、それと比べると 20 分の 1

であったことがわかります（多分、これからの第 4次の（情報）産業革命は第 1～3次産業

革命の 10 分の 1の 30 年で完了すると考えられます）。 

図 10－16 工業の伝播 

 

以上のように縷々
る る

述べました事例などから、筆者は、人類社会の歴史を動かしている 1

つの原動力は、この｢創造と模倣･伝播の法則｣であると仮定しています。 

◇歴史を動かす第 2の原動力は｢人を支配しようとする統治の法則（統治欲）｣ 

 国家の形成の過程も、できた結果の国家の統治システムも｢創造と模倣・伝播の法則｣が

はたらいたのか、ほぼ同じように支配者階級と被支配者階級、そして戦争の犠牲者である

奴隷がその下に置かれるような身分制かつ専制独裁国家でした。 

 人類の歴史において、はじめから民主主義というような発想はなかったし、具体的に民

主主義国家というような国家もできませんでした（古代ギリシャのアテナイは例外的に一

時的に民主的な国家でしたが、国民の 3 分の 1 は奴隷という奴隷制国家でした。古代ロー

マの前半の共和政の時代にも戦争で敗北した民族が奴隷とされていました）。これは人間の

本質からすると理解できることです。 
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20 世紀のアメリカの心理学者アブラハム・マズロー（1908～1970 年）は、人間の「欲求

段階説」（図 10－17 参照）において、人間の基本的欲求を底辺の方から、次のようにⅰ）

生理的欲求、ⅱ）安全の欲求、ⅲ）所属と愛の欲求、ⅳ）承認（尊重）の欲求、ⅴ）自己

実現の欲求の 5段階があるといっています。 

図 10－17 マズローの欲求（要求）階層ピラミッド 

 

ⅰ）生理的欲求：生命維持のための食欲・性欲・睡眠欲等の本能的・根源的な欲求です。 

この欲求が満たされない場合、人間は生きていくことができなくなります。 

 ⅱ）安全の欲求 ：安全性・経済的安定性・良い健康状態・良い暮らしの水準など、予測

可能で、秩序だった状態を得ようとする欲求です。病気や不慮の事故などに対するセーフ

ティ・ネットなども、これを満たす要因に含まれます。 この欲求を満たすために一生涯を

費やす人が、世界にはたくさんいます。 

 ⅲ）所属と愛の欲求： 情緒的な人間関係・他者に受け入れられている、どこかに所属し

ているという感覚です。この欲求が満たされない時、人は孤独感や社会的不安を感じやす

くなり、鬱
うつ

状態になりやすくなります。 この欲求が十分に満たされている場合、生理的欲

求や安全の欲求を克服することがあります。 

ⅳ）承認（尊重）の欲求： 自分が集団から価値ある存在と認められ、尊重されることを

求める欲求です。尊重のレベルには二つあります。低いレベルの尊重欲求は、他者からの

尊敬、地位への渇望、名声、利権、注目などを得ることによって満たすことができます。

高いレベルの尊重欲求は、自己尊重感、技術や能力の習得、自己信頼感、自立性などを得

ることで満たされ、他人からの評価よりも、自分自身の評価が重視されます。 
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ⅴ）自己実現の欲求 ：自分の持つ能力や可能性を最大限発揮し、具現化したいと思う欲

求です。すべての行動の動機が、この欲求に帰結されるようになります。 

これまで述べましたように、哺乳類の誕生から始まって、霊長類、類人猿を経て、700～

500 万年前ごろに人類に達し、その後、ホモ・ハビリス、ホモ・エレクトス、ホモ・サピエ

ンスへと進化してきましたが、私たちは、まぎれもない動物であります。動物は欲求の塊

です。食料・水をとらなければ生きていけません。食欲を絶つことは死を意味します。食

欲は本能であります。 

 10 億年前、多細胞になったとき、性が誕生しました。160 万年前のホモ・エレクトスの

段階で一夫一婦制の生殖システムを生み出したのではないかと述べました。その仕組みは

ことの次第から以心伝心の形で引き継がれてきていますが（公式には婚姻制度として社会

システムとなっていますが）、うまく機能してきたようです。うまくいっていなかったら、

人類はほろびていたでしょう。現に 77 億人までに人類が増加したということは、この生殖

システムがうまく機能していることを示しています。性欲も本能でしょう。

ここまでの人間の本質は、第 1 は食欲、第 2 は性欲であることには異論はないでしょう

（ここまでは、動物圏に共通するものであります）。しかし、人間は単に動物圏にとどまら

ず、頭脳の発達とあいまって人間圏を形成していきました。この人間圏を形成するにした

がって、新しい社会システムを生み出して、単なる動物を脱して、食欲、性欲の他に、人

間固有の欲求を加えていきました。農業定住社会になり、部族社会になり、その規模も大

きくなっていくと、人間の欲求についても、変わってくるでしょうし、より複雑になって

くるでしょう。 

食欲、性欲に次ぐ、第 3、第 4 の人間の欲求は何でしょうか。そこで、図 10－17 のマズ

ローの「欲求段階説」を参考にして考えます。マズローがⅱ）に置いた｢安全の欲求｣のな

かの経済的安定性・良い暮らしを得たい、今、安定しているなら、それを未来永劫続けた

いという欲求も第 3 の本能といってよいほど大きい。これは親族の安泰、あるいは食欲・

性欲を含めた一族・一門・一党・一派・一階級の安定的支配などの形で歴史を動かしてき

たともいえます。 

マズローは、ⅲ）として「所属と愛の欲求」を置いています。食欲・性欲の延長線上に

ある母性、父性、血族、親族の安泰、優遇をはかりたいという欲求が第 3 の本能的なもの

となるかもしれません。歴史時代に入ってからも親族のために命を捨てる、逆に戦争など

で親族を人質・捕虜にとることなどは枚挙にいとまがありませんでした。 

マズローは、ⅳ）として｢承認（尊重）の欲求｣を置いています。自分が集団から価値あ

る存在と認められ、尊重されることを求める欲求、いわゆる｢名誉欲（男女とも）｣、｢男（女）

の野心｣も歴史上大きな役割を果たしてきています。名誉のためには死をも惜しまなかった

男女の例も枚挙にいとまがありませんでした。動物は決してこのようなことは考えないか

ら、人間独自のものでしょう。 

さて、それでは人間の第 3、第 4、・・の欲求は何でしょうか。 
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 しかし、このように人間がもつ欲求は個別に分れているとは限りません。たとえば、ヒ

トが「ヒトを支配する」ことができれば、マズローがⅱ）に置いた｢安全の欲求｣のなかの

経済的安定性・良い暮らしを得たいという欲求も満たせるし、マズローがⅲ）に置いた「所

属と愛の欲求」である食欲・性欲の延長線上にある母性、父性、血族、親族の安泰、優遇

をはかりたいという欲求も満たせるし、マズローがⅳ）に置いた｢承認（尊重）の欲求｣で

ある自分が集団から価値ある存在と認められ、尊重されることを求める欲求も満たされる

ことになります。そうなればⅴ）の自己実現の欲求も満たされたと思うかもしれません。

現実の歴史上の為政者もほとんど例外なしに、これらの欲求をすべて満たしていました。 

 つまり、「ヒトを支配すること」ができればすべてを得ることができる、ヒトを支配すれ

ば、すべての欲求が満たされるということになります。ヒトにとってこれほど手っ取りば

やい方法はありません。食欲、性欲の次になる第 3の欲求は一言でいえば、「ヒトを支配す

ること」ということになります。いや、「ヒトを支配すること」ができれば、食欲、性欲も

思いのままになるから、「ヒトを支配すること」が最大の欲求といえるかもしれません。 

 このように考えますと、人口が増えて社会が複雑化する中で、初期の人類が短絡的に｢ヒ

トを支配する｣という欲求にとりつかれるようになったとしてもおかしくはありません。 

 逆に言えば、人間として最もさけるべきことは（前述の、ⅰ）、ⅱ）、ⅲ）、ⅳ）、ⅴ）が

満たされなくなる可能性がありますから）、「ヒトに支配されること」であるといえましょ

う。 

つまり、人間がもつ欲求の最大限のものは｢ヒトを支配すること｣となります。農業開始

後、一定の期間たったのち（4000～5000 年後）、古代国家が形成されました。メソポタミ

アでは紀元前 3300 年、エジプトでは紀元前 3100 年、中国では夏は紀元前 2070年、中米や

アンデス地方では紀元前 1000 年頃でした。 

最初に権力をとったものが、単純に自分の欲求にしたがって｢ヒトを支配した｣と考えれ

ば、そしてその最初の統治システムが、｢創造と模倣・伝播の法則｣によって、世界に伝播

していったと考えれば、古代、中世、近世の国家が基本的に一部の支配者階級による専制

独裁国家になったのも理解できます。 

人類の歴史において、はじめから民主主義というような発想も具体的に民主主義国家と

いうような国家もできなかったのです。まず、人間が他人を｢支配する｣、つまり、貧富の

差と支配者階級の発生で述べたマズローの欲求階層ピラミッドでいえば、ⅰ）ⅱ）ⅲ）ⅳ）

ⅴ）をあわせて人間を｢支配する｣欲望がストレートに反映された社会システム＝国家が形

成されました。 

そして、それが世界中に模倣伝播されていったのが、歴史時代の歴史でした。古代・中

世の専制（宗教）国家、近世のヨーロッパの絶対王政（アジア・イスラムは専制国家）、

近代の植民地・帝国主義国家から、国民（市民）主権の民主国家に進化していく過程であ

ったともいえます。 

 人類社会は 5 千数百年前に古代国家を創造して以来、19 世紀に至るまで、その統治シス
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テムはあまり変わることはありませんでした。基本的には支配者階級の専制独裁国家でし

た。民主主義国家はやっと 18 世紀のアメリカ合衆国の独立をもってはじめて出現すること

になります（前述した古代ギリシャのアテナイや古代ローマの初期の共和制国家は奴隷制

国家でした）。その後の歴史（まだ、200 年余りしかたっていませんが）は、世界がだんだ

ん民主的な国家に進化していく過程が歴史であったともいえます（民主的な国家も、「人

民が人民を支配する国家」であり、｢人を支配しようとする統治の法則（統治欲）｣にのっ

とっています）。 

 以上のことから、古代、中世、近世、その後も含めて、歴史を動かすもっとも大きな原

動力は｢人を支配しようとする統治欲｣としたのも、人間の持つもっとも大きな欲望が「ヒ

トを支配すること」と「ヒトに支配されたくないこと」であることを考えればそれは容易

に理解できるでしょう。 

 つまり、人類の歴史を動かす第 2の原動力は｢人を支配しようとする統治の法則（統治欲）｣

であり、古代国家の成立以来、現代まで続いてきたといえましょう。 

https://www.21nssr.org/

